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統
一
新
羅
の
王
畿
に
つ
い
て

木

村

誠

は

じ

め

に

一
『
三
園
史
記
』
地
理
志
・
三
園
有
名
未
詳
地
分
僚
の
再
検
討

ω
井
上
設
へ
の
疑
問

ω
地
名
群
A
の
特
徴

二
『
三
園
史
記
』
地
理
志

・
良
州
僚
の
検
討

三

景
徳
王
代
の
改
革
と
王
畿
の
制
度
化

四
新
羅
末
期
の
王
畿
史
料

お

わ

り

に
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t主

じ

め

新
羅
時
代
の
朝
鮮
に
、

王
畿
(
古
川畿
)
が
行
政
匡
劃
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

史
料
的
に
も
王
畿
の
存
在

『
高
麗
史
』
巻
五
六

・
地
理
志

一・

王
京
開
城
府
保
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
九

九
五
年
に
開
城
府
を
置
い
て
赤
豚
六

・
畿
鯨
七
を
管
轄
せ
し
め
、
次
レ
で
一

O
一
八
年
に
は
、
ぬ
問
書
都
省
の
直
轄
下
に
開
城

・
長
端
二
豚
が
貞

が
明
確
に
な
る
の
は
、
高
麗
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

州
以
下
一

O
豚
を
管
轄
す
る
と
い
う
艦
制
が
整
え
ら
れ
、

王
畿
の
組
織
が
確
立
し
た
。
赤
府
開
・
畿
鯨
と
い
う
特
殊
な
豚
の
設
置
が
開
城
府
の
創

置
と
同
時
で
あ
る
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
高
麗
時
代
の
王
畿
の
制
度
的
確
立
を
一

O
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
に
お
く
こ
と
は
許



さ
れ
る
で
あ
ろ
引
。
そ
し
て
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
は
、
制
度
と
し
て
の
王
畿
に
つ
い
て
明
確
に
語
っ
た
史
料
は
見
嘗
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
新
羅
以
前
の
王
畿
の
存
否
に
つ
い
て
は
意
見
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
し
か
に
高
麗
時
代
の
如
き
、

一
O
数
鯨
に
わ
た
る

慶
大
な
地
域
を
包
括
す
る
行
政
区
劃
と
し
て
の
王
畿
は
、
新
羅
以
前
の
朝
鮮
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

王

京
(
玉
都
)
を
と
り
ま
く
狭
い
地
域
に
限
れ
ば

他
の
郡
鯨
と
は
性
格
を
異
に
す
る
特
殊
地
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
が
あ
り
、

有

力
で
あ
る
。

「
兄
江
の
流
域
を
王
畿
と
し
て
、
此
内
を
所
謂
王
都
の
城
と
し
、
六
部
に
分
て
り
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
範
園
を

た
だ
兄
江
流
域
と
す
る
だ
け
で
漠
然
と
し
て
お
り
、
ま
た
王
都
や
六
部
と
の
関
係
も
明
確
で
は
な
い
が
、
王
畿
の
存
在
を
想
定
し
て
い
児
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
新
羅
王
畿
の
存
在
を
積
極
的
に
主
張
し
、
そ
の
構
造
を
検
討
し
た
の
が
井
上
秀
雄
「
新
羅
王
畿
の
構
成
」
で

た
と
え
ば
今
西
龍
氏
は
、

あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
統
一
期
と
り
わ
け
八
世
紀
後
牢
の
新
羅
に
は
、
高
麗
時
代
の
慶
州
大
都
督
府
の
境
域
に
あ
た
る
地
帯
が
「
慶
州
門
閥

貴
族
の
経
済
的

・
軍
事
的
基
盤
」
と
し
て
特
殊
化
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
ま
た
武
田
幸
男
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
閣
の
園
家
睦
制
」

『
情
書
』
高
句
麗
俸
に
み
え
る
「
内
評
」
と
『
梁
書
』
新
羅
俸
の
「
六
啄
評
」
を
、
と
も
に
王
都
を
と
り
ま
く
「
京
畿
的
な
特
殊
地
域
」

t土
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と
解
鐸
し
、
六
世
紀
に
お
け
る
王
畿
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
李
鍾
旭
『
新
羅
園
家
形
成
史
研
究
』
は
、

園
が
辰
韓
小
園
を
征
服
し
て
行
く
過
程
で
成
立
す
る
王
京
を
、
王
宮
・
王
城
の
所
在
地
で
あ
る
王
都
と
そ
れ
以
外
の
京
畿
地
域
に
区
別
し
、

京
の
領
域
は
斯
宜
園
H
六
部
の
領
域
に
一
致
す
る
と
し
た
。

一
世
紀
中
葉
以
降
、
斯
虚王

こ
れ
に
劃
し
て
、

王
畿
の
存
在
を
否
定
す
る
主
張
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
村
上
四
男
「
新
羅
王
都
考
略
」
は
、

『
三
園
史
記
』
地
理
志
の
良
州

篠

最

末

尾

に

掲

げ

ら

れ

た

の

畿

字

に

王

畿

の

意

味

が

含

ま

れ

て

い

る

こ

と

を

認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
は
王
畿
と
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
王
畿
的
特
殊
地
域
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
山
尾
幸
久
「
朝
鮮

ゥ，

三
園
の
軍
匡
組
織
」
も
、
武
田
氏
と
は
封
照
的
に
、
六
世
紀
後
牢
な
い
し
七
世
紀
前
半
の
朝
鮮
三
園
に
は
、
等
し
く
王
畿
が
依
け
て
い
た
と
主

「
六
畿
停
」

(
王
京
を
と
り
ま
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
六
つ
の
軍
省
〉
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張
し
て
い
る
。
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況
に
あ
る
。
論
黙
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
封
象
と
す
る
時
代
も
異
な
る
が
、
共
通
し
て
重
要
な
問
題
と
な
る
の
は
、

こ
の
よ
う
に
、
新
羅
の
王
畿
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
存
否
を
め
ぐ
っ
て
肯
定
読
と
否
定
読
と
が
封
立
し
、
容
易
に
解
決
を
み
な
い
朕

王
畿
の
存
在
を
認
め
た

場
合
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
郡
鯨
制
的
な
地
方
支
配
健
制
の
中
で
そ
れ
が
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
か
、
と
い
う
黙
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
王
畿
の
存
否
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
六
世
紀
以
来
の
新
羅
の
支
配
瞳
制
が
も
っ
特
質
を
解
明
す
る
上
で
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら

日
本
古
代
の
畿
内
制
の
モ
デ
ル
を
朝
鮮
三
園
に
求
め
よ
う
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
嘗
否
は
し
ば

に
重
要
な
の
は
、

ら
く
お
く
と
し
て
も
、

新
羅
を
は
じ
め
と
す
る
朝
鮮
三
園
の
王
畿
の
存
否
は
、

単
に
朝
鮮
に
だ
け
か
か
わ
る
問
題
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ

る
。
六
世
紀
か
ら
一

O
世
紀
初
頭
に
至
る
四

0
0年
聞
の
新
羅
園
家
の
構
造
的
特
質
を
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
覗
野
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
こ
う
し
た
貼
に
留
意
し
つ
つ
、
新
羅
の
王
畿
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
し
、
改
め
て
新
羅
王
畿
の
構
造
と
そ
の
歴
史
的
特
質
を
検
討
し

- 30ー

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

Jγ
た
だ
し
紙
教
の
闘
係
で
、
三
園
時
代
の
新
羅
王
畿
の
存
否
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は
統
一
期
に
課
題

内
対
d

を
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
三
園
史
記
』
地
理
士
山
・
三
固
有
名
未
詳
地
分
僚
の
再
検
討

(1) 

井
上
説
へ
の
疑
問

前
掲
の
井
上
秀
雄

「新
羅
王
畿
の
構
成
」
は
、
そ
の
劉
象
と
す
る
時
期
を
八
世
紀
後
牢
を
中
心
と
し
た
統
一
新
羅
期
に
限
つ
て
は
い
る
が
、

新
羅
王
畿
に
閲
す
る
唯
一
の
専
論
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
井
上
氏
の
所
読
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
三
園
史
記
』
巻
三
七
・
雑
志
六
・
地
理
四

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
三
固
有
名
未
詳
地
分
」

を
素
材
と
し
て
、

王
畿
の
構
造
を
推
定
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
三
固
有
名
未
詳
地
分
」
と

t主

『
三
園
史
記
』
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
諸
原
典
に
み
え
な
が
ら
も
そ
の
来
歴
が
不
明
な
も
の
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
三
五
八
の
地
名
が
列



記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
約
三
分
の
こ
の
地
名
は
本
紀
・
列
惇
等
、

『
三
園
史
記
』
の
他
の
部
分
に
も
み
ら
れ
る
が
、
残
り
の
三
分
の
一
す

性
広
注
目
し
、

な
わ
ち
冒
頭
の
八
八
地
名
と
末
尾
附
近
の
三
八
地
名
は
、
他
に
そ
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
井
上
氏
は
そ
の
特
殊

こ
の
一
一
一
六
の
地
名
こ
そ
王
京
な
い
し
そ
の
周
遁
の
地
名
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。

(
地
名
に
附
さ
れ
た
番
競
は
『
三
園
史
記
』
地
理
士
山
に
お
け
る
排
列
順
を
意
味
す
る
。
)

そ
こ
で
煩
を
い
と
わ

ず

CAJ 
⑬①ま
断調す
金駿そ
郷郷 の

地
名
を
列
撃
し
て
み
よ
う

②
金
川
郷

②
錆
徳
郷

@
永
欝
成

@
飲
仁
郷

⑮
盤
池
通

CBJ 
⑬⑮⑧  
連清炊
峯津門

際

②
紳
鶴
村

⑬
海
盟
郷

⑧
陸
仁
郷

③
永
盟
郷

@
賓
創
成

@
逼
一
路
郷

@
東
海
通

@
艮
門
霧

@
這
鳳
島

霊

⑮
蝶
麟
津

③
朔
鷲
村

⑮
北
、浜
郷

②
鐙
池
郷

@
律
功
郷

@
岳
陽
成

@
懐
信
郷

③
海
南
通

@
前九
門
騨

⑫
大
隊

⑬
升
天
島

④
封
仙
宮

⑬
麗
金
成

②
永
安
郷

@
龍
橋
郷

@
蔦
蕎
成

@
江
西
郷

@
北
傷
遁

⑧
大
帖
減

@

折

隣

⑧

苑
栖
島

⑬
乗
黄
島
⑨
八
駿
山

⑩
蘭
池

⑤
鳳
庭
村

⑫
接
鐙
郷

@
武
安
郷

@
臨
川
郷

@
海
錦
成

@
利
上
郷

@
末
康
成

⑤
飛
龍
村

⑬
河
清
郷

@
富
卒
郷

@
海
洲
成

@
河
曲
成

@
抱
忠
郷

③
唇
気
成

⑬
鳳
津

⑫
龍
丘

⑦
飼
龍
村

⑬
江
寧
郷

@
穀
成
郷

@
江
陵
郷

@
岳
南
成

@
連
嘉
郷

@
奉
天
成

⑮
蓮
城
原

⑬
求
麟
島

⑮
銭
伽
山

③
一
接
仙
郷

@
威
寧
郷

@
密
雲
郷

@
鍛
求
郷

②
一
推
酔
成

@
天
露
郷

@
妥
定
成

⑬
浮
雲
島

⑬
負
園
島

⑨
敬
七
郷

@
馴
雑
郷

@
宜
藤
郷

⑮
好
雄
郷

⑪
積
善
郷

③
救
民
郷

③
賞
仁
郷

@
激
澗
郷

@
一
傍
海
成

⑪
遜
仙
宮

@
乾
門
窮

⑬
盤
中
島

⑫
遊
気
山

⑫
守
義
郷

⑧
鍛
山
郷

③
封
徳
郷

@
露
均
成

め
高
年
郷

⑫
北
海
遁

@
坤
門
騨
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⑬
組
群
山

②
建
節
郷

@
利
人
郷

@
江
南
郷

@
河
東
郷

⑬
玉
塞⑭

大

⑩
卒
原

⑩
磁
景
山

⑩

西

極
山

井
上
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
う
ち
前
牢
の
仙
群
は
そ
の
記
載
順
序
か
ら
@
傍
海
成
以
前
と
@
高
年
郷
以
後
と
に
二
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
。
前
者
は
王
京
内
の
地
名
で
あ
り
、
後
者
は
王
京
外
す
な
わ
ち
王
畿
の
地
名
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
王
京
内
に
は
四
村

津

⑩
金
穴

⑮
浦
陽
丘

⑮
桃
林

@
進
錦
成
@
潤
水
成

@
漢
寧
成

⑪
舎
畠
宮

@
莱
遠
城

@
莱
津
成

⑧
麓
苑

⑮
沙
苑

-
一
宮
・
四

O
郷

・
一
四
成
が
、
そ
し
て
王
畿
に
は
二
宮
・
九
郷
・
六
成
・
二
城
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

郷
は
新
羅
へ
の

服
属
を
契
機
に
移
住
し
て
き
た
「
奮
王
族
」
の
居
住
地
で
あ
り
、
成
は
食
邑
か
ら
の
調
を
原
料
と
し
て
王
室
・

貴
族
の
者
修
口
聞
を
製
造
す
る
集

落
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
王
畿
か
ら
は
地
方
に
逼
ず
る
道
路
と
し
て
@
北
海
通
、

@
盟
池
通
、

@
東
海
逼
、

@
海
南
通
、

⑮
北
俗、
通
の
五
通
が
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⑬
天
馬
山

⑮
海
潰
島

⑩
吐
景
山

⑭ 
@河
瑞精
麟 島

⑮
石
磯
山
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の
び
、
そ
の
出
瑳
貼
に
は
@
乾
門
騨
、
@
坤
門
騨
、

@
炊
門
騨
、

@
艮
門
騨
、

@
充
門
騨
の
五
門
騨
が
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
叫
・
町
雨
群
の
地
名
を
王
京
お
よ
び
王
畿
の
地
名
に
あ
て
る
理
由
と
し
て
、
井
上
氏
は
、
地
名
群
が
も
っ
次
の
四
つ
の
特
色
を
あ
げ

て
い
る
。
第
一
は
、
島
、
山
、
淳
、
池
な
ど
自
然
の
地
勢
に
由
来
す
る
名
稽
が
多
く
、

「
名
所
圃
緒
的
」
な
地
名
で
あ
る
こ
と
、
第
二
は
、
こ

れ
ら
が
借
字
で
は
な
く
漢
字
の
意
味
そ
の
も
の
に
も
と
づ
く
地
名
で
あ
り
、

し
か
も
好
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

第
三
は
、

連
峯

大

津
、
卒
原
な
ど
普
通
名
詞
が
そ
の
ま
ま
地
名
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
新
羅
貴
族
に
と
っ
て
は
周
知
の
地
名
群
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
四
は
、

ー司

園
史
記
』
の
他
の
部
分
や
そ
の
後
の
史
籍
に
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

八
世
紀
後
牢
の
政
治
的
な
封
立
の
中
か
ら
生
じ
た
政
策
的

な
地
名
で
あ
り
、
普
及
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
以
上
の
四
貼
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第

一
と
第
四
の
特
色
は
、
あ
え
て
王
京
・
王
畿
に

関
係
づ
け
て
考
え
る
ほ
ど
の
積
極
的
意
味
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
第
一
と
第
三
の
特
色
は

B
群
に
の
み
該
首
す
る
も

の
で
あ
り
、
推
測
理
由
と
し
て
は
不
充
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
井
上
氏
が
あ
げ
た
推
測
理
由
の
う
ち
、
重
要
か
つ
注
目
す
ベ

漢
字
の
意
味
そ
の
も
の
に
も
と
づ
く
表
記
で
、

し
か
も
好
字
を
用
い
た
地
名
が
多
い
と
い
う
黙
は
、
三
園
有
名
未
詳
地
分
僚
の
他
の
部
分
に
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き
で
あ
る
の
は
二
番
目
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

み
ら
れ
な
い
際
立
っ
た
特
色
で
あ
る
。
井
上
氏
が
そ
の
特
殊
性
を
、
王
京
と
そ
の
周
過
と
い
う
特
定
の
地
域
に
関
連
さ
せ
て
解
轄
し
た
の
も
理

解
で
き
な
く
は
な
い
。
だ
が
改
め
て
考
え
る
に
、
漢
字
の
意
味
そ
の
も
の
に
も
と
づ
く
表
記
で
、
し
か
も
好
字
を
用
い
た
地
名
は
、
何
も
王

京

・
王
畿
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
地
方
の
郡
鯨
名
で
こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ
も
の
を
見
出
す
の
は
、
さ
ほ
ど
困
難

な
こ
と
で
は
な
い
。
た
し
か
に
好
字
を
用
い
た
地
名
は
、
王
京
や
王
畿
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
地
名
で
あ
る
こ
と

ペ
リ

を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
制
。

ま
た
、
以
を
王
京
・
王
畿
の
地
名
と
解
得
し
て
少
し
く
疑
問
な
の
は
、
行
政
匡
劃
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
村
、
郷
、
成
が
存

在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
王
京
内
の
そ
れ
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
新
羅
王
京
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

園
遣
事
』
巻
一
・
紀
異
一
・
辰
韓
篠
に
「
新
羅
全
盛
の
時
、
京
中
は
十
七
寓
八
千
九
百
三
十
六
戸
、

E 司

一
千
三
百
六
十
坊、

五
十
五
里
、
三
十
五



、前

M
，

金
入
宅
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
坊
・
里
に
匡
劃
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
坊
皇
制
と
村
、
郷
、
成
と
を
ど
の
よ
う
に

整
合
的
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
、
井
上
氏
は
残
念
な
が
ら
示
し
て
は
い
な
い
。

同

村
と
郷
は
そ
も
そ
も
郡
勝
制
的
な
地
方
支
配
瞳
制
を
構
成
す
る
行
政
匡
劃
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
村
は
「
蔚
州
川
前
里
書
石
」

の

「

居

智

伐

村

」

六

世

紀

の

金

石

文

に

は

す

で

に

そ

の

名

を

み

る

こ

と

が

で

き

る

。

城

と

と
も
に
州
郡
制
の
基
底
を
な
す
統
治
単
位
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
の
ち
の
鯨
に
相
嘗
す
る
ロ
巴
落
で
あ
り
、
在
地
首
長
で
あ
る
村
主
の
統
容
下
に

‘
笥
J
，

あ
っ
た
。
下
っ
て
三
園
統
一
後
の
新
羅
に
お
い
て
も
、

(
五
三
五
年
〉
を
は
じ
め
と
し
て

営
時
の
村
は

た
と
え
ば
「
新
羅
村
落
文
書
」

(
八
一
五
年
)

に
貫
見
さ
れ
る
よ
う
に
、

村
は
州
・
郡

-
鯨

・
小
京
を
構
成
す
る
基
礎
単
位
の
集
落
と
し
て
存
績
し
て
い
た
。
村
落
構
造
の
歴
史
的
費
化
に
封
醸
し
て
、
す
で
に
六
世
紀
段
階
の
村
と

A
明
ヲ

'円

uv

は
貫
態
を
異
に
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
郡
勝
制
的
地
方
支
配
瞳
制
の
基
底
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
性
描
の
村
が
王
京
の
内

部
に
も
お
か
れ
て
い
た
と
す
る
に
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
井
上
氏
の
所
読
に
た
だ
ち
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

他
方
、
郷
に
つ
い
て
は
、

引
允
州
所
管
の
郡
豚
は
無
慮
四
百
五
十
な
り
(
方
言
の
い
わ
ゆ
る
郷
・
部
曲
等
の
雑
所
は
復
た
具
録
せ
ず
〉
。

郷
は
郡
や
鯨
と
と
も
に
新
羅
郡
鯨
制
を
構
成
す
る
行
政
区
劃
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
地
理
志
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
省
略
さ
れ
て
し
ま

『
三
園
史
記
』
巻
三
四
・
雑
志
三
・
地
理
一
・
序
文
の
次
の
記
事
が
参
考
と
な
る
。

- 33ー

ぃ
、
そ
の
貫
態
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

「
有
名
未
詳
地
分
」
と
し
て
四
九
に
の
ぼ
る
郷
が
一
括
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
は
、

そ
の
「
具
録
せ
ず
」
と
し
た
『
三
園
史
記
』
編
纂
者
の
措
置
に
割
腹
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
金
石
文
等
に
散
見
さ

A
q
 

h
い

1
」

れ
る
貫
例
を
調
査
し
て
み
る
と
、
郷
は
鯨
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
位
置
附
け
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

A
に
み
ら
れ
る
郷
を
王

京
や
王
畿
の
地
名
と
し
て
限
定
す
る
に
は
、
村
の
場
合
と
同
様
、
今
一
度
慎
重
な
検
討
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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成
は
城
に
音
通
す
る
か
ら
で
あ
る
。
寅
際
、
『
三
園
史
記
』
巻
一
二
・
新
羅
本
紀
三
了
敬
順
王
三
年
(
九
二
九
〉
僚
に

る
も
の
が
、
同
じ
事
買
を
述
べ
た
『
高
麗
史
』
巻
一
・
世
家
一
・
太
租
一
二
年
僚
で
は
「
義
城
府
」
と
記
さ
れ
て
い
る
例
を
見
出
す
こ
と
が
で

ま
た
成
に
つ
い
て
は
、
井
上
氏
と
は
別
な
見
方
が
成
り
立
ち
得
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
「
城
」
の
別
稿
と
す
る
解
樟
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

「
義
成
府
城
」
と
あ
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き
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
解
四
押
し
て
疑
問
が
残
る
の
は
、
同
じ
有
名
未
詳
地
名
の
中
に
@
莱
遠
城
、

@
大
帖
城
と
い
う
域
名
が
み
え
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
右
の
解
穫
を
危
く
す
る
も
の
と
も
言
え
る
が
、
し
か
し
逆
に
、
同

一
史
料
中
で
城
と
成
の
雨
様
に
表
記
す
る
こ
と
が
全
く
あ

り
得
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
成
に
劃
す
る
一
つ
の
解
緯
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
津
、

島
、
山
な
ど
の
自
然
の
地
勢
に
由
来
す
る
地
名
が
多
く
み
ら
れ
る
B
群
も
、
王
京
・
王
畿
に
限
定
す
る

に
は
問
題
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
島
は
全
部
で
一

O
を
数
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
が
王
京
慶
州
を
中
心
と
し
た
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
い

る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
あ
く
ま
で
も
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
全
羅
南
道
か
ら
慶
尚
南
道
に

至
る
海
岸
地
借
を
想
定
す
る
の
が
自
然
な
解
緯
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
日
を
以
と
同
一
の
地
名
群
と
み
る
こ
と
も
検
討
の
絵

地
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

A
-
B
を
の
ぞ
い
た
未
詳
地
名
の
記
載
順
序
は
、
『
三
園
史
記
』
本
紀
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
新
羅
・
高
句
麗
・
百
済

品
川
リ

開
係
と
つ
づ
き
、
最
後
に
列
博

・
雑
志
に
そ
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
四
つ
の
地
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
列
俸
・
雑
志
関
係
の
四

地
名
は
、
引
を
は
さ
む
よ
う
に
そ
の
前
後
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

B
は
そ
の
四
地
名
と
と
も
に
列
俸
・
雑
志
閲
係
の
地
名
群
で
あ

っ
た
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
固
有
名
未
詳
地
分
僚
の
地
名
排
列
は
、
は
じ
め
に
心
群
を
お
い
た
あ
と
、
新
羅

・
高
句
麗
・
百

済
本
紀
に
み
え
る
地
名
を
順
次
掲
げ
、
最
後
に
、
列
侍

・
雑
志
の
原
典
内
に
み
ら
れ
る
不
明
な
地
名
を

一
括
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
川
と
聞
を
同
一
の
地
名
群
と
す
る
井
上
氏
の
解
樟
は
重
言
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
問
者
は
一
腹
切
り
離
し
て
把
握

- 34ー

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
以

・

mの
地
名
群
を
王
京

・
王
畿
内
の
も
の
と
す
る
に
は
不
安
が
残
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
群
が
も
っ
特
殊
性
は
、
も
う
少

、
』
B
d

し
多
様
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
A
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
未
詳
地
名
の
冒
頭
に
お
か
れ
た
の
か
、
そ
の
出
典
は
何

、E

，J

か
、
い
つ
頃
制
定
さ
れ
た
地
名
な
の
か
な
ど
、
不
明
な
貼
が
多
い
。
そ
こ
で
次
に
こ
の

A
に
封
象
を
限
定
し
て
、
そ
の
特
徴
を
い
ま
少
し
具
鐙

的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



(2) 

地
名
群
A
の
特
徴

ま
ず
、
好
字
・
瑞
兆
文
字
を
使
用
し
た
地
名
が
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
逐
一
検
討
し
て
み
る
と
、

い
く
つ
か
の
地

名
に
は
し
か
る
べ
き
出
典
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
た
と
え
ば
、
@
乾
門
騨
以
下
の
五
門
騨
は
八
卦
の
方
位
に
も
と
づ
く
地
名
に
ほ
か
な
ら

ず
、
『
易
経
』
に
擦
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
⑬
断
金
郷
の
「
断
金
」
も
、
同
じ
く
『
易
経
』
の
「
繋
僻
傍
上
」
に
あ
る

す

る

ど

、

、

、

、

か

お

り

D

二

人
心
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
そ
の
利
き
こ
と
金
を
断
つ
。
同
心
の
言
は
、
そ
の
臭
蘭
の
ご
と
し
。

の
一
節
に
由
来
す
る
。
さ
ら
に
⑮
好
躍
郷
の
「
好
躍
」
な
ら
ば
、

日
富
貴
に
し
て
躍
を
好
む
を
知
れ
ば
則
ち
腐
ら
ず
淫
れ
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
容
易
に
そ
の
用
例
を
見
出
せ
る
。

『
躍
記
』

曲
躍
に

層
に
贋
く
讃
ま
れ
、
そ
の
思
想
が
共
通
の
「
数
養
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

『
易
経
』
・
『
瞳
記
』
が
い

- 35ー

『
易
経
』
や
『
躍
記
』
の
語
句
を
借
り
て
地
名
を
定
め
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
『
易
経』

・
『
躍
記
』
が
新
羅
人
と
り
わ
け
上
級
貴
族

つ
頃
新
羅
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

町
教
授
の
法
は
、
周
身
、
向
書
、
毛
詩
、
鹿
記
、
春
秋
左
氏
停
、
文
選
を
以
っ
て
分
か
ち
て
こ
れ
を
業
と
信
用
す
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
新
羅
の
園
皐
に
お
い
て

『
三
園
史
記
』
巻
三
八
・
雑
志
七
・

職
官
山

・
園
皐
僚
に

『
易
経
(
周
易
)
』

や

『
躍
記
』

が
修
業
の
劃
象
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
園
準
設
置
の
機
運
は
す
で
に
三
園
統
一
以
前
の
員
徳
王
代
(
六
四
七
J
六
五
四
〉
に
み
ら
れ
る
が
、
組
織

dα
，
 

，門い
、

的
確
立
は
六
八
二
年
(
紳
文
王
二
〉
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
数
授
の
法
」
が
定
め
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
時
も
し

A
W
マ

く
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
と
み
て
よ
い
。
園
皐
で
の
教
授
は
、
『
易
経
』
や
『
雄
記
』
の
思
想
を
新
羅
貴
族
層
に
定
着
さ
せ
る
上
で
重
要
な
契
機

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日
出
群
に
は
、
⑮
好
膿
郷
の
ほ
か
に
も
、
⑨
敬
仁
郷
、
⑫
守
義
郷
、
@
建
節
郷
、
@
睦
仁
郷
、
@
賞
仁
郷
、
@
封
徳

郷
、
@
信
仰
徳
郷
、
@
飲
仁
郷
、
@
懐
信
郷
、
@
抱
忠
郷
な
ど
の
よ
う
に
、
儒
数
の
徳
目
に
因
ん
だ
と
思
わ
れ
る
地
名
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

227 



228 

も
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
趨
勢
の
中
で
成
立
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
具
鐙
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
⑬
断
金
郷
で
あ
る
。
断
金
と
は
金
属
を
も
断
ち
切
る
ほ
ど
の
堅
い
交
情
を
意
味
し
て
い
た
。
史
料
山
は
同
心
の
友
の

交
わ
り
を
讃
え
る

一
節
と
し
て
夙
に
著
名
で
あ
り
、
断
金
は
い
わ
ば
常
套
句
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
地
名
と

し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
堅
い
交
情
は
、

一
般
的
な
意
味
の
交
情
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
新
羅
祉
曾
の
貫
情
に
卸
し
て
よ
り
具
睦

、l
l
J

的
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
じ
史
料
D
の
一
節
に
由
来
し
、
や
は
り
堅
い
交
情
を
讃
え
る
常
套
句
で
あ

っ
た
金
聞
な
ら
ば
、
花
郎
侍
読
の
地
名
と
し
て
し
ば
し
ば
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

引

天

授
三
年
壬
辰
(
六
九
二
)
九
月
七
日
、
孝
昭
玉
、
大
玄
薩
喰
の
子
夫
躍
郎
を
奉
じ
て
園
仙
と
篤
す
。
珠
履
千
徒
に
し
て
、
安
常
と
親
し
む
こ
と
尤
も
甚

し
。
天
授
四
年
美
巳
(
六
九
一
二
〉
暮
春
の
月
、
徒
を
領
し
て
金
蘭
に
遊
び
、
北
、
漢
の
境
に
到
り
て
秋
賊
に
掠
わ
れ
て
去
る
。
門
客
皆
措
を
失
な
い
て
還
り
、

濁
り
安
常
の
み
こ
れ
を
迫
迩
す
。
こ
れ
三
月
十
一
日
な
り
(
『
三
園
遺
事
』
巻
三
・
塔
像
四
・
栢
栗
寺
)
。
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花
郎
に
推
戴
さ
れ
た
夫
隆
郎
が
金
蘭
の
地
に
遊
び
、
秋
賊
に
と
ら
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
時
代
は
下
る
が
、
江
原
道
海
岸
地
方
を
訪

(
一
三
四
与
は
、
花
郎
遊
娯
の
霊
地
と
し
て
逼
州
盆
川
)
に
金
蘭
窟
の
あ
る
こ
と
を
さ

れ
た
時
の
情
景
を
傍
え
る
李
穀
『
東
遊
記
』

ま
た
そ
の
遁
州
も
古
く
は
金
蘭
照
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
金
蘭
は
特
定
の
地
を
さ
す
も
の
で
は
な
く
、
花
郎
俸
設
が
博
わ
る
江
原

、“H
M，

道
の
各
所
に
普
通
名
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
討
。

花
郎
と
は
新
羅
の
青
年
戦
士
圏
の
指
導
者
の
こ
と
で
あ
り
、
十
五
・
六
才
の
貴
族
の
子
弟
が
推
戴
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ

し
て
そ
の
も
と
に
多
く
の
青
年
が
花
郎
徒
と
し
て
集
ま
り

こ
う
し
た
花
郎
制
度
に
つ
い
て

『
三
園
史
記
』
巻

集
舎
を
結
成
し
て
い
た
。

四

・
新
羅
本
紀
四

・
員
輿
王
三
七
年
〈
五
七
六
〉
僚
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

山
川
(
前
略
)
其
の
後
、
更
に
美
貌
の
男
子
を
取
り
て
、
こ
れ
を
粧
飾
せ
し
め
、
花
郎
と
名
づ
け
以
っ
て
こ
れ
を
奉
ず
。
徒
衆
雲
集
し
、
或
い
は
相
磨
く
に
道

義
を
以
っ
て
し
、
或
い
は
相
悦
ぶ
に
歌
楽
を
以
つ
で
す
。
山
水
に
遊
娯
し
て
遠
し
と
し
て
至
ら
ざ
る
無
し
。
此
れ
に
因
り
て
其
の
人
の
邪
正
を
知
り
、
其
の



義
固
な
る
者
を
擦
び
て
、
こ
れ
を
朝
に
薦
す
。

を
な
し
て
い
た
。
そ
れ
は
皐
な
る
遊
び
で
は
な
く
、

「
山
水
に
遊
娯
し
て
遠
し
と
し
て
至
ら
ざ
る
無
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
花
郎
と
そ
の
郎
徒
達
に
よ
る
山
水
遊
娯
は
、
花
郎
制
度
の
重
要
な
特
徴

伺

「
呪
的
修
業
」
と

「
戦
士
的
訓
練
」
の
場
で
あ
っ
た
。
金
剛
山
を
中
心
と
し
た
江
原
道
の

(
前
掲
)

「
蔚
州
川
前
皇
室田石」

に
は
花
郎

海
岸

一
帯
や
王
京
慶
州
の
南
山
な
ど
は
こ
う
し
た
花
郎
遊
娯
の
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
さ
ら
に

と
思
し
き
人
名
が
多
く
み
ら
れ
、
そ
の
地
が
花
郎
遊
撲
の
遺
跡
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
遊
娯
地
を
は
じ
め
と
し
て
、
花
郎
制
度
に
ゆ
か
り
の
深
い
土
地
は
新
羅
に
数
多
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
江
原
道
海
岸
地
幣

の
よ
う
に
、
そ
の
地
を
金
蘭
と
稽
し
た
の
は
、
花
郎
と
郎
徒
達
の
深
い
つ
な
が
り
を
象
徴
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
史
料

ωで
み
た
よ
う

に
、
夫
薩
郎
は
そ
の
郎
徒
の
一
人
で
あ
る
安
常
と
最
も
親
し
く
交
わ
り
、
安
常
も
夫
睦
郎
が
獄
賊
に
さ
ら
わ
れ
た
時
に
は
皐
身
そ
の
あ
と
を
追

っ
て
い
る
。
二
人
の
交
情
を
物
語
る
説
話
と
言
え
よ
う
。
そ
の
他
、
花
郎
斯
多
含
が
そ
の
郎
徒
武
官
郎
と
「
死
友
」
の
約
束
を
か
わ
し
た
と
い

伺

う
『
三
園
史
記
』
の
記
事
も
、
花
郎
と
郎
徒
と
の
交
情
を
讃
え
る
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
金
蘭
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
た
堅
い
交
情
は
、
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般
的
な
も
の
で
は
な
く
、
花
郎
と
郎
徒
と
の
聞
に
成
立
し
た
こ
の
よ
う
な
交
情
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
同
じ
『
易
経
』
の

や
は
り
花
郎
と
そ
の
郎
徒
と
の
交
情
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
て
、
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
金
蘭
が
花
郎

一
節
に
由
来
す
る
断
金
も
、

遊
娯
地
に
多
く
用
い
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
⑬
断
金
郷
も
花
郎
制
度
に
ゆ
か
り
の
深
い
土
地
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

花
郎
制
度
と
の
こ
う
し
た
関
係
は
、
断
金
郷
に
限
ら
ず
他
の
地
名
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
花
郎
の
山
水
遊
娯
に
因
ん
だ
地

名
と
し
て
、
⑮
北
演
郷
と
⑬
江
陵
郷
が
あ
る
。
夫
躍
郎
が
そ
の
徒
衆
を
率
い
て
金
蘭
に
遊
び
、

料
同
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
北
演
と
は
北
方
の
大
海
を
意
味
す
る
が
、
金
蘭
窟
が
あ
っ
た
通
州
(
遁
川
)
方
面
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

に
と
っ
て
北
演
の
地
は
花
郎
制
度
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
所
で
あ
っ
た
。

「北
、
漢
の
境
」
に
至
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
史

新
羅
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ま
た
江
陵
も
江
原
道
十
方
面
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
高
麗
時
代
に
入
る
と
、
贋
く
は
江
原
道
一
帯
を
、
狭
く
は
演
州
の
地
を
江
陵
と

稽
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
江
陵
と
い
う
呼
稽
が
い
つ
頃
か
ら
は
じ
ま
る
か
定
か
で
は
な
い
が
、
@
江
陵
郷
は
そ
の
端
緒
を
な
す
も
の
と
言
え
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る
か
も
知
れ
な
明
。
そ
し
て
後
に
江
陵
と
稽
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
漠
州
も
、
賓
は

『
三
園
遣
事
』

巻
三

・
塔
像
四

・
蒲
勤
仙
花
・
未
戸
郎

・
員

慈
師
僚
に

I

始
め
て
際
原
郎
を
奉
じ
て
園
仙
と
魚
す
。
此
れ
花
郎

・
園
仙
の
始
め
な
り
。
故
に
碑
を
漠
州
に
堅
つ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
花
郎
制
度
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
④
針
仙
宮
、
③
接
仙
郷
、
@
選
仙
宮
も
花
郎
制
度
と
の
閥
係
を
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
「
仙
」
は
花
郎
を
意
味
し

て
い
る
と
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
花
郎
の
習
俗
が
道
教
と
り
わ
け
神
仙
思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
『
三
園
史
記
』
や
『
三

伺

園
遣
事
』
に
俸
え
ら
れ
た
花
郎
関
係
の
記
事
に
贋
く
見
出
せ
る
事
貫
で
あ
る
。
特
に
『
三
園
遣
事
』
は
、
史
料

ω・
日
慨
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
花
郎
を
園
仙
と
稽
し
て
い
る
。
園
仙
の
呼
稀
そ
れ
自
瞳
は
高
麗
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
断
、
新
羅
末
期
に
は
す

『
三
園
史
記
』
に
引
か
れ
た
崖
致
遠
「
驚
郎
碑
序
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

で
に
花
郎
を
仙
と
稿
し
て
い
た
こ
と
は
、

七
六
八
年
(
恵
恭
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王
四
)
に
新
羅
を
訪
れ
た
時
の
見
聞
を
記
し
た
願
惰
『
新
羅
園
記
』

t土

花
郎
と
い
う
名
稿
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
花
郎
を

仙
と
稽
す
る
の
が

一
般
化
す
る
の
は
、
早
く
て
も
八
世
紀
末
か
ら
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
④
封
仙
宮
、
③
接
仙
郷
、
⑪
選
仙
宮
と
い
っ
た
名
稿
は
、
そ
う
し
た
趨
勢
の
中
で
、
花
郎
に
因
ん
だ
場
所
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
花
郎
俸
読
に
は
多
く
の

「奇
跡
語
」
が
み
ら
れ
る
が
、
未
詳
地
名
の
中
に
も
そ
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
@
賓

創
成
は
、
三
園
統
一
に
功
の
あ
っ
た
武
将
金
庚
信
に
閲
す
る
次
の
よ
う
な
俸
承
と
か
か
わ
ら
せ
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日

公
、
年
十
五
歳
に
し
て
花
郎
と
震
る
。
時
人
沿
然
と
し
て
服
従
し
、

龍
華
香
徒
と
続
す
。

(
中
略
)
建
一
幅
二
十
九
年
(
六

一
二)、

郷
賊
鴎
迫
る
。
公
愈

社
心
を
激
し
、
濁
り
費
剣
を
携
え
て
咽
浦岡
山
に
入
る
。
深
怒
一
の中、

香
を
燐
き
て
天
に
告
げ
、
新
祝
す
る
こ
と
中
出
品に
在
り
て
誓
辞
す
る
が
若
し
。
の
お
天

官
の
光
を
霊
れ
、
震
を
賓
剣
に
降
さ
ん
こ
と
を
諸
問
る
こ
と
一
一一
目
。
夜
、
虚
・
角
二
星
、
光
で
赫
然
と
し
て
下
垂
し
、
剣
動
伸
摘
す
る
が
若
く
然
り
〈
『
三
園
史

記
』
巻
四

一
・
列
停

一
・
金
庚
信
停
〉
。



花
郎
で
あ
っ
た
若
き
金
庚
信
が
咽
薄
山
中
で
天
に
祈
る
と
、
賓
創
に
天
霊
が
降
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
花
郎
達
の
軍
事
的
活
躍
の
背
後

に
は
、
こ
う
し
た
天
霊
と
の
交
わ
り
ゃ
賓
剣
の
加
護
が
あ
っ
た
、
と
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
停
承
に
は
、
道
数
の
万
創
に

同

閲
す
る
信
仰
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
先
に
み
た
花
郎
を
仙
と
稿
す
る
思
想
と
相
逼
ず
る
も
の
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

花
郎
に
劃
す
る
こ
う
し
た
観
念
・
俸
承
は
お
そ
く
と
も
新
羅
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
賓
創
成
と
い
う
地
名
は
こ
う
し
た
祉

曾
遁
念
を
背
景
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
心
群
中
に
は
花
郎
制
度
と
密
接
に
か
か
わ
り
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
地
名
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
好
字
を
用
い
た
地
名
と
い

f
l
L
 

っ
て
も
、
そ
こ
に
は
具
瞳
的
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
易
経
』
や
『
躍
記
』
な
ど
の
古
典
か
ら
の
引
用
の
場
合
も
、
単
な
る

数
養
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
新
羅
に
固
有
な
祉
舎
的
・
思
想
的
背
景
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
先
に
み
た

仁
・
義
・
躍
・
信
・
忠
と
い
っ
た
徳
目
に
因
ん
だ
地
名
も
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
花
郎
制
度
に
象
徴
さ
れ
る
時
代
精
神
を
反
映
し
た
も
の
と

も
み
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
花
郎
制
度
は
、
儒
・
併
・
道
三
数
の
思
想
と
深
く
結
び
つ
き
、
新
羅
人
と
り
わ
け
支
配
階
級
の
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精
神
生
活
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、

A
に
一
括
さ
れ
た
地
名
群
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
王

r
1
k
 

京
・
王
畿
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
新
羅
全
土
に
わ
た
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
『
易
経
』
や
『
薩
記
』
な
ど
の
古
典
か
ら
の
引
用
に
も

と
づ
く
地
名
や
、
花
郎
制
度
に
因
ん
だ
地
名
が
み
ら
れ
、
地
名
決
定
に
あ
た
っ
た
新
羅
人
の
思
想
的
背
景
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
こ
れ
ら
は
三
園
統

一
以
後
成
立
し
た
地
名
と
み
な
し
得
る
が
、
と
り
わ
け
花
郎
関
係
の
地
名
は
、
九
世
紀
以
降
、
新
羅
末
期
の
も
の

し
た
が
っ
て
A
の
地
名
群
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
し
な
け
れ
ば

と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
そ
れ
が
「
三
園
有
名
未
詳
地
分
」
の
冒
頭
に
一
括
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
八
八
の
地
名
に
共
通
す
る
も
の
は
一
種
何
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で
あ
る
の
か
が
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
疑
問
を
解
く
手
が
か
り
は
史
料
C
に
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
コ
ニ
園
史
記
』
の
編
纂
者
は
地
理
士
山
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
郷
や
部

曲
な
ど
の
「
雑
所
」
を
省
略
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

A
の
中
に
四
九
に
も
の
ぼ
る
郷
が
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
措

置
に
針
臆
す
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

省
略
に
し
た
が
っ
た
郷
の
う
ち
、
そ
の
所
在
の
不
明
な
も
の
を
一
括
し
て
掲
げ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
省
略
と
い
う
措
置
に
封
醸
す
る
も
の
は
、
郷
だ
け
に
限
ら
ず
A
の
地
名
す
べ
て
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ

F
1
ー、

「
雑
所
」
と
し
て
省
略
さ
れ
た
地
名
の
う
ち
そ
の
所
在
の
不
明
な
も
の
が
〔
A
〕
と
し
て
一
括
さ
れ
、
三
園

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

つ
ま
り
、

有
名
未
詳
地
分
僚
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
未
詳
地
名
の
掲
載
順
序
は
、
地
理
志
編
纂
の
原
典
と
な
っ
た
諸
史
料
中
の

地
名
を
ま
ず
冒
頭
に
お
き
、
以
後
、
新
羅
・
高
句
麗

・
百
済
の
三
本
紀
と
雑
志
・
列
俸
関
係
の
地
名
を
順
次
配
列
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

『
三
園
史
記
』
地
理
志

・
良
州
僚
の
検
討

- 40ー

、ιl
J

、l
J

前
章
で
み
た
よ
う
に
、

A
・
B
の
地
名
群
を
も
と
に
王
京

・
王
畿
の
構
造
を
推
定
し
た
井
上
氏
の
所
読
に
は
、
た
だ
ち
に
従
う
こ
と
が
で
き

戸

l
lk
r
i
l
l
、

な
い
。
そ
れ
で
は
王
畿
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
断
言
で
き
な
い
。
井
上
氏
と
は
異
な
る
方
法
で
王
畿
の
存

在
と
そ
の
構
造
を
推
定
す
る
除
地
が
残
さ
れ
て
い
る
、

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

王
京
の
近
傍
に
限
ら
れ
る
と
は
言
え
、
新
羅
に
王
畿
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
、

九
州
五
京
制
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る

首
時
の
郡
鯨
制
的
地
方
支
配
鐙
制
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

の
根
壌
が
こ
こ
に
あ
る
の
だ
が
、

し
か
し
『
三
園
史
記
』
地
理
志
は
九
つ
の
州
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
き
そ
の
管
轄
す
る
小
京

・
郡

・
豚
の
名
を
列
記
す
る
だ
け
で
、
王
畿
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ

て
い
な
い
。
王
畿
否
定
設
が
生
ま
れ
る
最
大

し
か
し
よ
り
詳
細
に
地
理
志
を
検
討
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
不
審
な
船
舶
が
み
ら
れ
、
問
題
解
明
の
手
が
か

王
京
を
と
り
ま
く
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
の
が
こ
の
良
州
に

り
を
興
え
て
く
れ
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
良
州
僚
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。



良
州
僚
の
特
色
と
し
て
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
そ
の
末
尾
に
あ
た
る
大
城
郡
・
商
城
郡
の
記
載
が
他
と
異
な
っ
て
い
る
貼
で
あ
る
。
営

該
部
分
を
書
き
出
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

K
 窓

支
豚
な
り
、
宗
徳
王
(
七
四
二
J
七
六
五
)
名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合
属
す
。
東
畿
停
、
本
は
毛
只
停
な
り
、
景
徳
玉
名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合
腐

大
城
郡
、
本
は
仇
万
城
境
内
の
率
伊
山
城
・
茄
山
懸
〈
一
に
驚
山
城
と
云
う
〉
・
烏
万
山
城
等
の
三
域
な
り
、

今
は
清
道
郡
に
合
属
す
。
約
章
豚
、
本
は

す。
商
城
郡
、
本
は
西
兄
山
郡
な
り
、
景
徳
玉
名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合
属
す
。
南
畿
停
、
本
は
道
口
問
A
H
d

停
な
り
、
景
徳
玉
名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合
属

す
。
中
畿
停
、
本
は
根
乃
停
な
り
、
景
徳
玉
名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合
属
す
。
西
畿
停
、
本
は
豆
良
菊
知
停
な
り
、
景
徳
玉
名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合

腐
す
。
北
畿
停
、
本
は
雨
谷
停
な
り
、
景
徳
王
名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合
属
す
。
莫
耶
停
、
・
本
は
官
阿
良
支
停
(
一
に
北
阿
良
と
云
う
〉
な
り
、
景
徳
玉

名
を
改
め
、
今
は
慶
州
に
合
腐
す
。

略
)
、
今
は
清
道
郡
に
合
属
す
」

高
麗
初
期
に
創
置
さ
れ
た
清
道
郡
に
闘
す
る
記
録
が
誤
っ
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

帥

を
離
れ
て
考
え
れ
ば
、
大
城
郡
は
王
京
の
東
郊
に
比
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
商
城
郡
が
王
京
の
西
郊
に
比
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
部
分
は
ち
ょ

う
ど
王
京
の
東
西
に
郊
接
す
る
こ
郡
に
閲
す
る
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
末
松
保
和
氏
は
、
次
の
二
つ
の
黙
で
、
こ
の
幻
を
『
三
園

史
記
』
地
理
志
の
中
で
も
特
異
な
部
分
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
第

一
に
、
他
の
す
べ
て
の
場
合
、
郡
名
の
あ
と
に
必
ず
「
領
鯨
ご
と
か
「
領

の
一
節
は

- 41ー

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
に
は
錯
簡
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
城
郡
に
闘
す
る
「
本
は
仇
万
城
境
内
の
率
伊
山
城
(
中

そ
れ

勝
二
」
と
か
記
し
た
上
で
鯨
名
が
列
記
さ
れ
る
の
に
、
こ
こ
に
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
第
二
は
、
こ
の
二
郡
だ
け
が
鯨
の
み
な
ら
ず
停

、
引

H
M，

A
M
V
 

(軍
省
)
を
も
領
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
で
も
な
い
、

王
京
に
郷
接
し
て
い
る
二
郡
に
闘
す
る
記
録
が
、

こ
の
よ
う
に
形
式
的
に
も
内

容
的
に
も
他
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
の
う
ち
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
内
容
上
の
問
題
、

す
な
わ
ち
停
(
軍
省
〉
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

王
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京
の
周
圏
に
は
停
(
軍
営
〉
が
集
中
的
に
配
置
さ
れ

軍
事
的
な
特
殊
地
帯
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
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ら
六
つ
の
停
の
う
ち
五
つ
は
、
景
徳
王
代
(
七
四
二
J
七
六
五
〉
に
東
畿
停
、
西
畿
停
、
南
畿
停
、
北
畿
停
、
中
畿
停
と
改
稽
さ
れ
て
い
る
。
畿

品
。
，

h
p
 

と
は
王
畿
の

こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
王
畿
の
停
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
の
改
稀
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
ひ
と
ま
ず
、
王
畿
の
痕
跡
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
責
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
王
畿
の
存
否
や
そ
の
構
造
を
議
論
す
る
際
に
、
必

ず
し
も
充
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
形
式
的
特
異
性
を
も
あ
わ
せ
考
え
た
時
、
大
城
郡
・

商
城
郡
に
関
す
る
記
録
で
あ

、，E
J

る
こ
の
史
料
K
こ
そ
王
畿
問
題
を
考
え
る
場
合
の
出
護
黙
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
第
二
の
特
色
は
、
末
尾
に
限
ら
ず
良
州
僚
を
全
鐙
と
し
て
検
討
し
た
時
、
い
く
つ
か
の
不
備
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ

れ
は
、
良
州
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
郡
豚
数
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

し
て

『
三
園
史
記
』
地
理
志
は
、

景
徳
王
代
の
郡
豚
制
を
中
心
に
、
そ
れ
以
前
に
慶
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
後
設
置
さ
れ
た
も
の
を
附
加

、引
4

h
H
V
 

一
つ
の
陸
系
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
あ
る
特
定
の
時
黙
に
お
け
る
郡
耐
抑
制
の
賓
態
を
示
す
も
の
で
は

な
い
。
こ
れ
に
射
し
て

同
じ

『
三
園
史
記
』

の
新
羅
本
紀
で
は

景
徳
王
二
ハ
年
(
七
五
七
〉
僚
に

九
州
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
管
轄
下
に

- 42ー

あ
る
郡
鯨
数
を
記
し
た
記
事
が
み
ら
れ
、

七
五
七
年
と
い
う
限
定
さ
れ
た
時
貼
で
、
各
州
が
ど
れ
ほ
ど
の
郡
豚
を
掌
握
し
て
い
た
の
か
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
沙
伐
州
を
改
め
て
向
州
と
魚
し
、
州
一
・
郡
十

・
照
三
十
を
領
せ
し
む
」
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。

こ
の
景
徳
王
二
ハ
年
篠
に
記
さ
れ
た
事
貫
は
地
理
志
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
官
頭
の
向
州
に
つ
い
て
、

園
を
取
り
て
州
と
篤
す
、
〈
中
略
)
景
徳
王
十
六
年
、
改
め
て
向
州
と
名
づ
く
。
」
と
あ
る
の
は
、
右
の
景
徳
王
二
ハ
年
僚
の
記
事
に
劉
臣
服
す
る

、E
E
J

し
か
も
こ
う
し
た
封
躍
は
州
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
史
料
K
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
小
京

・
郡
・
豚
の
ほ
と
ん

「
景
徳
王
改
名
」
も
し
く
は
そ
れ
と
同
一
内
容
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
州
を
は
じ
め
と
し
て
す
べ
て

「
泊
解
王
の
時
、
沙
伐

も
の
で
あ
る
。

ど
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、

の
郡
照
の
名
稽
が
、

七
五
七
年
に
一
斉
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
新
・
蓄
の
名
稿
を
比
べ
て
み
る
と
、
将
か
ら
郡
へ
の
昇

格
や
、

郡
か
ら
鯨
へ
の
降
格
と
い
っ
た
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

七
五
七
年
の
改
革
は
皐
な
る
名
稀
愛
更
で
は
な
く
、

郡
鯨
制
そ
の
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九州所管郡鯨敷

|景徳玉1昨篠伺，7) 地 理 τd仏t、

郡 | 豚 |合計 郡 l豚 |合計| 備 考

向 :H、| 10 I 30 I 40 10 31 41 余同令l孫

良州 12 34 46 12 34 46 長銀豚，音汁火豚，大城郡

康州、| 11 27 38 11 30 41 屈村豚，省良県系，蚊火良豚

漢州 27 46 73 28 49 77 取城郡，土山鯨，唐獄豚，松幌!採

朔州 11 27 38 12 26 38 

涙州 9 25 34 9 25 34 

熊升| 13 29 42 13 29 42 

31 41 10 31 41 

武州、~L~ 44 58 15 43 58 

合計 117 293 410 120 298 418 

表(1)

も
の
の
改
編
を
伴
な
っ
て
い
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

、A
V

'hu、る
。
し
た
が
っ
て
景
徳
王
二
ハ
年
僚
の
記
事
は
、
こ
う
し
た
改
革
を
鰹
て

確
定
し
た
郡
鯨
数
を
停
え
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
も
信
頼
に
足
る
史
料
と
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
景
徳
王
二
ハ
年
僚
の
郡
鯨
散
を
定
貼
に
し
て
、
地
理
志

所
掲
の
郡
鯨
数
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
表

ωは
二
つ
の
郡
牒
散
を
劃
比
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
向
州
、
康
州
、
漢
州
で
は
地
理
志
所
掲
の
郡
鯨
数
の

方
が
多
く
、
雨
者
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
雨
者
の
閲
係
を
理
解
す
る

上
で
重
要
な
の
が
、
右
に
述
べ
た
「
景
徳
王
改
名
」
等
の
一
節
で
あ
る
。

- 43ー

地
理
志
所
掲
の
郡
勝
に
こ
う
し
た
説
明
が
附
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
、

そ
の
郡
勝
が
景
徳
王
代
に
貫
在
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
逆

に
、
そ
れ
が
な
い
も
の
は
、
景
徳
王
代
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
、

あ
る
い
は
『
三
園
史
記
』
編
纂
者
が
そ
の
こ
と
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
表

ωの
備
考
欄
に
掲
げ
た
二
郡
九
照
が
そ
れ

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
余
同
今
鯨
(
向
州
〉
、

屈
村
鯨
(康
州)、

省
良
雨
脚
(
向
)
、

蚊

火
良
鯨
〈
同
〉
の
四
豚
は
、

、時吋，
h
u、

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
漢
州
の
取
城
郡
、
土
山
瞬
、
唐
山
獄
照
、
松
幌

す
で
に
景
徳
王
代
以
前
に
蔵
止
さ
れ
た
も
の

鯨
に
は
、
「
景
徳
王
改
名
」
の
か
わ
り
に
、
憲
徳
王
代
(
八
O
九
|
八
一
一
六
〉
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《
印

h
u、

に
お
け
る
改
名
・
置
照
の
事
買
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
郡
三
豚
は
、
景
徳
王
代
に
は
ま
だ
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
郡
鯨
を
除
け
ば
、
地
理
志
に
惇
え
ら
れ
た
向

・
康

・
漢
三
州
の
所
轄
郡
豚
数
は
、
景
徳
王
二
ハ
年
僚
の
そ
れ
と
一
致
す
る
の
代
ぁ

h
uv
 

る
。
南
者
の
相
違
は
景
徳
王
代
に
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
郡
勝
が
地
理
志
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

景
徳
王
代
の
名
稽
嬰
更
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
景
徳
王
二
ハ
年
僚
に
博
え
ら
れ
て
い
る
郡
蹄
数
に
見
合
う
だ
け
の
も
の
は
、
地
理
志
に
お
い

て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
地
理
士
山
が
基
本
的
に
八
世
紀
中
頃
の
吠
態
を
侍
え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
良
川
俊
だ
け
は
い
さ
さ
か
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
表

ω備
考
欄
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
良
州
管
下
の
郡
勝
の
う
ち
「
景
徳
王
改

名
」
等
の

一
節
が
み
ら
れ
な
い
も
の
は
、
長
銀
将
、
音
汁
火
賑
、
大
城
郡
の
二
鯨

一
郡
で
あ
る
。
右
の
原
則
に
て
ら
せ
ば
、
こ
れ
ら
は
景
徳
王

A
同マ

ふ
H
V

代
に
は
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
良
州
管
下
の
郡
鯨
の
う
ち
、
景
徳
王

代
に
そ
の
質
在
を
確
認
で
き
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
を
除
い
た

一
一
郡
三
二
豚
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
景
徳
王
二
ハ
年
僚
が
俸
え
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る
郡
豚
数
に
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
良
州
僚
に
だ
け
み
ら
れ
る
特
異
な
現
象
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
良
州
管
下
の
諸
郡
牒
に
閲
す
る
史

料
は
『
三
園
史
記
』
編
纂
以
前
に
す
で
に
混
乱
し
て
し
ま
い
、
地
理
志
良
州
僚
を
ま
と
め
る
段
階
で
は
、
景
徳
王
二
ハ
年
篠
が
惇
え
る
郡
鯨
数

に
見
合
う
だ
け
の
郡
鯨
を
確
認
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
混
凱
の
中
に
、

(
史
料
恨
〉
は
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
他
と
異
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
停
(
軍
管
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
州
、
小
京
、
郡
、
麻
以

外
の

「雑
所
」
は
省
略
し
て
掲
載
し
な
い
と
い
う
地
理
志
編
纂
の
方
針
(
史
料
印
〉
に
て
ら
し
て
も
、
特
異
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
は
が
も

と
も
と
猫
立
し
た
一
連
の
史
料
で
あ
っ
た
こ
と
を
数
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

『
三
園
史
記
』
編
纂
者
は
地
理
志
良
州
篠
を
ま
と

、l
J

め
る
に
あ
た
り
、
一
括
し
て

K
を
そ
の
末
尾
に
挿
入
し
、
良
州
僚
に
掲
載
す
る
郡
鯨
の
数
を
、
景
徳
王
二
ハ
年
僚
の
記
事
が
停
え
る
郡
照
数
に

あ
わ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
も
官
頭
部
分
に
錯
簡
が
あ
る
よ
う
に
、
『
三
園
史
記
』
編
纂
の
段
階
で
、

K
が
も
っ
そ
の
本
来
の
性
格

f
l
k
 

は
す
で
に
見
失
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
六
つ
の
停
に
残
さ
れ
た
王
畿
の
痕
跡
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
ぼ
と
し
て

一
括
さ
れ
た
こ

王
畿
の
存
在
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、

良
州
僚
の
末
尾
に
あ
た
る
部
分



の
地
名
群
こ
そ
新
羅
の
王
畿
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

景
徳
王
代
の
改
革
と
王
畿
の
制
度
化

地
理
志
良
州
僚
の
検
討
を
通
じ
て
、
統

一
期
新
羅
の
王
畿
が
大
城
郡
以
下
の
二
郡
・

一
豚
・
六
停
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
た

が
、
こ
う
し
た
構
造
の
王
畿
は
、
統
一
新
羅
の
全
期
聞
を
通
し
て
制
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
王

畿
の
制
度
は
、
景
徳
王
代
す
な
わ
ち
八
世
紀
中
頃
に
は
じ
め
て
確
立
し
た
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
の
第

一
は
、
停
の
名
稿
偶
然
更
で
あ
る
。
史
料
聞
で
み
た
よ
う
に
、
毛
只
停
以
下
の
五
つ
の
停
に
劃
し
て
、
王
畿
の
停
で
あ
る
こ
と

を
明
示
す
る
名
稽
(
東
・
西

・
南
・
北
・
中
畿
停
)
が
興
え
ら
れ
て
お
り
、

し
か
も
、

こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
は

王
畿
を
意
味
す
る
字
句
を
史

料
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

王
京
の
周
圏
に
停
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
こ
の
景
徳
王
代
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

A
司

h
H
V
 

の
行
軍
編
成
に
は
「
京
停
掠
管
」
と
い
う
軍
官
職
が
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
王
京
周
遁
の
停
に
配
備
さ
れ
た
軍
国
を
指
嫁
す
る
将
軍
で

た
と
え
ば
、

六
六
八
年
(
文
武
王
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八、Jは
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
推
測
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、

王
京
を
と
り
ま
く
六
つ
の
停
は
す
で
に
六
六
八
年
に
は
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

嘗
時
は
軍
事
的
に
き
わ
め
て
緊
迫
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
百
済
は
六
六

O
年
に
す
で
に
滅
び
、
高
句
麗
も
、
こ
の
数
箇
月
後
に
は
卒
壌
城
陥

落
と
い
う
事
態
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
行
軍
編
成
も
買
は
高
句
麗
遠
征
に
む
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
新
羅
の
総
力
を
あ
げ
た
戦
闘
行

動
が
績
い
て
い
た
時
期
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
軍
事
的
緊
迫
期
に
、
多
数
の
停
が
王
京
と
そ
の
周
圏
に
設
置
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
嘗
然
と
言

え
よ
う
。
ま
た
そ
れ
は
王
京
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

王
の
行
軍
に
際
し
て
、
そ
の
到
着
地
貼
と
し
て
し
ば

熊
嶋
停
(
同
)
、
舌
利
停
(
六
六
一
二
年
)
、

漢
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し
ば
停
の
名
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
南
川
停
〈
六
六
O
年
〉
、
始
飴
谷
停
(
六
六
一
年
〉
、

A
山
w
y

'M
村
、

城
停
〈
六
六
七
年
)
な
ど
で
あ
る
。

停
は
各
地
の
軍
事
的
要
衝
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
王
京
の
周
固
に
は
と
り
わ
け
多
数
の
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停
を
配
置
し
、
軍
事
的
な
特
別
位
制
を
し
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
地
理
志
良
州
僚
に
惇
え
ら
れ
た
六
つ
の
停
は
、
こ
う
し
た
軍
事
鐙
制
を
ひ
き

つ
い
だ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

景
徳
王
代
に
奮
来
の
名
稀
を
捨
て
て
東

・
西
・
南

・
北
・
中
畿
停
と
い
う
名
穏
を
導
入
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
鐙
制
を
郡
鯨
制
全
陸
の
中
で

改
め
て
位
置
附
け
直
そ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
七
五
七
年
の
改
革
は
車
な
る
名
稿
嬰
更
で
は
な
く
、
郡
勝
制
の
再
編
成
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
王
京
の
周
迭
に
も
改
革
の
手
が
及
ん
で
も
不
思
議
で
は
な
い
。
従
来
は
良
州
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
大
城

郡
・
商
城
郡
の
地
域
を
王
畿
と
し
て
濁
立
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
を
明
示
す
る
の
が
、
東

・
西
・
南
・
北
・
中
畿
停
と

い
う
名
稽
だ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
景
徳
王
代
の
改
革
は
地
方
支
配
鐙
制
だ
け
で
は
な
く
中
央
行
政
官
制
に
も
及
ん
で
い
た
。
そ
し
て
そ
の
改
革
に
は
王
京
関
係
の

官
臨
も
含
ま
れ
て
お
り
、
右
の
停
の
改
稿
と
針
醸
し
て
い
る
。
景
徳
王
代
に
王
畿
の
制
度
化
を
想
定
す
る
第
二
の
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

- 46-

『
三
園
史
記
』
巻
三
八
・
雑
志
七
・
職
官
志
出
に
は
、
王
京
に
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
も
っ
と
推
測
で
き
る
官
臆
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
京
城
修
作
典
、
血
ハ
邑
署
、
大
日
任
典
、
東
市
典
、
西
市
典
、
南
市
典
、
京
都
騨
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
京
城
修
作
典
、
血
ハ
邑
署
、

典
京
府
、
都
亭
騨
と
そ
の
名
を
改
め
ら
れ
て
い
る
。

京
都
騨
は
、
景
徳
王
代
の
官
制
改
革
に
際
し
て
、

は
、
職
官
志
に
「
景
徳
王
、
典
京
府
に
合
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
修
城
府
、

ま
た
大
日
任
典

こ
の
時
期
、
奥
口
巴
署
(
典
京
府
〉

に
吸
牧
・
合
併
さ
れ
、

そ
の
一
部
局
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
名
稿
か
ら
考
え
て
、
京
城
修
作
典
(
修
城
府
)
が
王
宮
あ
る
い
は
王
京
の
造
営
を、

東
・
西
・
南
市
典
が
王
京
に
お
か

が
王
京
か
ら
地
方
へ
の
出
入
口
に
位
置
し
て
い
る
郵
騨
の
管
理
を
そ
れ
ぞ
れ
捲
嘗
し
た
で

、引

M，

あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
同
様
の
解
穫
に
し
た
が
え
ば
、
典
邑
署
(
典
京
府
)
も
さ
し
ず
め
「
都
政
機
臨
」

れ
た
市
場
の
管
理
を
、

そ
し
て
京
都
騨
(
都
亭
勝
〉

と
し
て
王
京
の
行

政
一
般
を
捨
嘗
し
た
と
み
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
事
態
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
く
、
若
干
の
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
稿
の

課
題
と
関
連
し
て
重
要
な
の
が
、
こ
の
典
邑
署
(
典
京
府
〉
と
大
日
任
典
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
典
邑
署
で
あ
る
が
、
職
官
志
が
停
え
る
と
こ
ろ
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



人 [L]

を
升
せ
て
卿
と
篤
す
、匂J

典
邑
署
、

景
徳
玉
改
め
て
典
京
府
と
信
用す
、
恵
恭
主
復
た
設
く
、
卿
二
人
(
本
は
監
六
人
を
置
き
、
六
部
を
分
領
せ
し
む
、
元
事
一
主
六
年
〔
七
九
O
〕
二

(
中
略
)
、
監
四
人
(
中
略
)
、
大
司
邑
六
人
(
中
略
〉
、
中
司
邑
六
人
〈
中
略
)
、
小
司
邑
九
人
ハ
中
略
)
、
史
十
六
人
、

木
尺
七

十
人。

さ
し
あ
た
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
景
徳
王
代
に
典
邑
暑
か
ら
典
京
府
に
名
稿
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
も
と
も
と
六
部
を
統
轄
す
る
た

め
の
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
の
二
黙
で
あ
る
。

帥

た
と
す
る
解
韓
は
こ
の
黙
に
も
と
守つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

六
部
は
王
京
内
の
六
つ
の
地
区
分
で
あ
り
、

典
邑
署
〈
典
京
府
〉
は
六
部
H
王
京
を
統
轄
し
て
い

明
の
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
六
部
が
王
京
内
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
自

A
4
U7
 

'M
W
 

い
み
じ
く
も
末
松
保
和
氏
が
六
部
の
範
闇
を
「
王
都
及
び
そ
の
近
傍
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
王
京
外
に
六
部
が
あ
る

こ
と
を
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

牟
梁
部
が
そ
れ
で
あ
る
。
牟
梁
部
に
つ
い
て
、

『
三
園
史
記
』
巻
一
一
・
新
羅
本
紀
一
一
・
員
聖
王
一

O
年
(
八
九
六
〉
僚
は
、
赤
袴
賊
の
蜂

一 47ー

起
を
停
え
て
、

M

州
豚
を
屠
害
し
て
京
の
西
部
、
牟
梁
皇
に
至
り
、
人
家
を
却
掠
し
て
去
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
牟
梁
里
(
牟
梁
部
)
が
王
京
の
西
方
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

『
三
園
史
記
』
巻
三
二
・
雑
志
一
・
祭
杷
志
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
よ
り
具
睡
的
に
示
し
て
い
る

の
が
、

「
三
山
五
岳
己
下
の
名
山
・
大
川
、
分
か
ち
て
大
・
中
・
小
胞
と
信
用
す
」
と
述
べ
、
以
下
、
大
杷
の
三
山
、
中
間
の
五
岳
を
は

じ
め
と
し
て
五

O
に
の
.
ほ
る
地
名
を
列
記
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
そ
の
所
在
地
が
註
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
州
・
郡
・
牒
の
ほ

祭
杷
志
は
、

か
に
六
部
名
も
み
ら
れ
、

注
目
さ
れ
る
。
く
だ
ん
の
牟
梁
部
も
小
杷
に

N

井
寅

(牟
梁
〉

西

述

(
牟
梁
)

と
あ
っ
て
、
そ
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
牟
梁
部
に
あ
る
升
責
と
西
速
の
地
に
お
い
て
、
小
紀
の
祭
記
が
と
り
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

コ
ニ
園
遣
事
』
王
暦
の
第
五
十
一
員
聖
王
僚
に
も
「
(
八
九
七
年
)
十
二
月
に
崩
ず
。
火
葬
し
て
骨
を
牟
梁
の
西
、
井
(
一

239 

こ
の
う
ち
井
賞
は
、
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に
未
に
作
る
)
黄
山
に
散
ず
。
」
と
み
え
、

、A
V

，EM
引

比
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
慶
州
卒
野
の
西
部
で
、
西
川
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

の
地
理
志
に

西
兄
山
郡
」
(
史
料
は
)
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
商
城
郡
が
お
か
れ
て
い
た
。
明
ら
か
に
王
京
外
で
あ
る
。
先
の
加
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

牟
梁
部
は
王
京
の
西
郊
に
位
置
し
て
い
た
と
み
な
し
得
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の

N
を
含
む
大

・
中
・
小
間
の
記
録
は
、
九
世
紀
前
中
十
の
事
貫
を
停
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
中
杷
の
末
尾

に
「
清
海
銀

(幼
音
烏
)
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

清
海
銀
は
九
世
紀
前
中
?
に
唐
・
新
羅
・
日
本
を
む
す
ぶ
海
上
交
通
に
活
躍

そ
れ
が
牟
梁
部
の
中
で
も
そ
の
西
部
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
西
迅
は
西
兄
山
に

し
か
も

『
三
園
史
記
』

「
商
城
郡
、
本
は

し
た
張
保
皐
(
弓
一
踊
)
の
根
接
地
で
あ
り
、

八
二
二
年
(輿
徳
王
三
)

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
設
置
の
事
情
を
停
え
た
コ
ニ
園
史
記
』

巻
一

0
・
新
羅
本
紀
一

0
・
輿
徳
王
三
年
篠
の
記
事
に
は

「清
海
は
今
の
莞
島
な
り
」
と
註
記
さ
れ
て
お
り
、
祭
杷
志
の
そ
れ
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
莞
島
な
ら
ば
現
在
の
全
羅
南
道
莞
島
郡
を
構
成
す
る
最
大
の
島
と
し
て
今
で
も
そ
の
名
が
残
っ
て
い
る
が
、
助
音
島
は
全
く
不
明
で
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あ
る
。
清
海
銀
を
莞
島
に
比
定
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
興
徳
王
三
年
僚
の
註
記
は
あ
く
ま
で
も
『
三
園
史
記
』
編
纂
時
の
解

穫
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
祭
記
志
の
記
事
は
、
全
健
的
に
み
て
も
新
羅
の
濁
自
史
料
と
思
わ
れ
、
清
海
銀
の

所
在
地
を
助
音
島
と
す
る
そ
の
註
記
も

一
概
に
否
定
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
雨
者
の
関
係
を
二
者
揮

一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
す
れ
ば
、
同
一
の
島
に
謝
す
る
別
稿
と
み
る
か

た
、
と
解
稗
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

A
可
ゅ
，

ggMHい

お
り
、
首
時
の
鎮
の
規
模
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
莞
島
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
周
過
の
島
興
群

一
帯
を
清
海

事
費
、

清
海
銀
は
そ
も
そ
も
莞
島
や
助
音
島
な
ど
の
島
興
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

清
海
銀
設
置
の
翌
年
に
あ
た
る
八
二
三
年
(
興
徳
王
四
〉
に
は
唐
恩
郡
を
唐
城
鎮
に
改
め
て

ま
た
は
、

銀
と
し
て
い
た
も
の
と
解
樫
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
清
海
銀
は
、
八
四
六
年
(
文
聖
王
八
)
の
張
保
阜
の
反
凱
を
経
て
、

A
刊
wz

ん
凶
い

の
憂
き
め
に
あ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
清
海
銀
は
九
世
紀
前
牢
の
わ
ず
か
三

O
年
足
ら
ず
の
閉
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
清
海
銀
を
中
杷
の

一
つ
に
数
え
る
祭
杷
志
大

・
中

・
小
紀
の
記
事
も
、
九
世
紀
前
牢
の
こ
の
三

0
年
聞
の
事
質
を
停
え
た
も
の
と
み

八
五
一
年
(
文
聖
王
二
二
)

に
は
贋
止



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
附
・
閃
か
ら
、
九
世
紀
の
牟
梁
部
は
王
京
外
の
地
名
ま
た
は
地
区
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
わ
ず
か
な
例
で
は
あ
る
が
、

r

i

k

f

l

、

こ
の
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
嘗
時
の
六
部
は
、
決
し
て
王
京
内
部
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
六
部
を
王
京
の
六
つ
の
地
匡
分
で
あ
る
と
し
、

再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
典
ロ
巴
署
(
典
京
府
)
が
六
部
を
統
轄
す
る
と
あ
る
以
上
、

そ
の
六
部
を
管
轄
す
る
典
邑
署
(
典
京
府
〉
を

「都
政
機
関
」
と
み
な
す
従
来
の
見
解
は
、

そ
の
封
象
と
す
る
と
こ
ろ
は
王
京
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
近
傍
を
も
含
ん
で
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
典
邑
署
の
「
邑
」
は
あ
く
ま
で
も
六
部
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
何
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者
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
射
し
て
大
日
任
典
は
、
む
し
ろ
王
京
に
密
接
に
か
か
わ
る
職
掌
を
措
嘗

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
表

ωは
職
官
志
が
俸
え
る
官
職
構
成
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。
み
ら
れ
る
と
お
り
多
様
な
構
成
を
示
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
官
職
に
共
通
し
て

「都
」
字
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
大

日
任
奥
は

「都
」
す
な
わ
ち
王
京
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
官
鹿
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
一
見
複
雑
な
官
職
構
成
も、

そ
の
名
穏
や
賞
該
官
位
に
も
と
.つ
い
て
整
理
す

れ
ば
、
次
の
五
つ
の
系
列
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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①
都
事
大
舎
(
大
典
事
〉

|
都
事
舎
知
(
中
典
事
)
|
瞳
(
小
典
事
〉
|
都
事
稽
知

②
大
都
司
(
大
典
儀
〉
|
小
都
司
(
小
典
儀
〉

③
都
謁
舎
知
〈
典
謁
〉
1

都
謁
稽
知

④
都
引
舎
知
(
典
引
)
|
都
引
稽
知
〈
別
穂
、
都
引
随
、
少
典
引
)

⑤
比
伐
首
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す
な
わ
ち
、
「
事
」
「
司
(
儀
〉
」
「
謁
」
「
引
」
を
そ
れ
ぞ
れ
共
通
項
に
も
つ
四
つ
の
系
列
と
比
伐
首
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
②

・
③

・
④

の
系
列
は
、
そ
の
字
義
と
り
わ
け
景
徳
王
代
の
改
稿
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
王
京
に
お
け
る
儀
式
と
そ
の
取
り
次
ぎ
及
び
引
樺
を
職
掌
と

ん
凶
い

し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
た
だ
し
同
様
な
官
職
と
し
て
領
客
府
の
舎
知
(
司
儀
)
が
あ
り
、
内
省
に
は
引
道
奥
(
躍
成
典
〉
が
み
え
る
。
領
客
府

ま
た
引
道
典
は
上
引
道、

は
外
交
を
掌
る
官
酷
で
あ
り
、
そ
の
舎
知
(
司
儀
)
は
外
園
使
節
の
賓
待
・
賓
躍
に
開
興
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

口
位
引
道
、
官
引
道
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
部
局
で
あ
り
、
内
廷
に
お
け
る
儀
式
の
引
導
役
に
あ
た

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
大

日
任
典
が
措
賞
し
て
い
た
儀
式
は
、
こ
う
し
た
賓
瞳
や
内
廷
に
お
け
る
儀
式
を
除
い
た
朝
儀
一
般
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
れ
に
劃
し
て
①
の
系
列
は
、
そ
う
し
た
特
定
の
職
掌
を
帯
び
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
日
常
の

一
般
的
な
貫
務
を
措
嘗
し
て
い
た

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

四
等
官
制
を
と

っ
て
お
り
、
そ
の
官
職
構
成
は
他
の
系
列
に
比
べ
て
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
朝
儀
に
附
随
す

る
事
務
慮
理
に
だ
け
あ
た
っ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
①
の
系
列
こ
そ
王
京
の
行
政
貫
務
一
般
を
捨
首
し
て
い
た
、
と
考
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え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
測
に
大
過
な
け
れ
ば
、
大
日
任
典
は
、
そ
の
職
掌
の
不
明
な
比
伐
首
を
除
外
す
る
と
し
て
、
残
り

王
京
の
行
政
一
般
を

措
嘗
す
る
①
の
系
列
と
、
朝
儀
に
た
ず
さ
わ
る
②

・
③
・

④
の
系
列
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

の
官
職
は
、

る
さ
て
、
典
邑
署
と
大
日
任
典
の
貫
態
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
典
邑
暑
を
典
京
府
と
改
め
、
さ
ら
に
大
日
任
典
を
そ
れ
に
併
せ
る

と
い
う
景
徳
王
代
の
改
革
の
意
義
も
、

自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
な
る
名
稽
の
襲
更
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た

一
方
が
他
方
を
吸
牧
し
て
組
織
を
概
大
す
る
と
い

っ
た
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
職
掌
を
異
に
す
る
こ
つ
の
組
織
が

一
つ
に
併
さ
っ
て
典
京

府
と
い
う
新
し
い
組
織
が
で
き
た
、

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
王
京
と
そ
の
近
傍
を
統
一
的
に
掌
握
す
る
艦
制
が
成
立
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
名
稽
が
典
邑
署
か
ら
典
京
府
に
嬰
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
署
か
ら
府
へ
の
轄
化
は
、
下
級
官

同

鹿
で
あ
っ
た
典
邑
暑
が
上
級
官
聴
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
位
置
附
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
嘗
時
そ
の
長
官
は
監
で
あ

こ
の
貼
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、



つ
ま
り
組
織
旗
大
が
は
か
ら
れ
た
と
い
勺

て
も
、
そ
の
官
職
構
成
は
依
然
と
し
て
下
級
官
鹿
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
典
京
府
と
い
う
破
格
の
位
置
附
け
が
な
さ

王
京
と
そ
の
近
傍
を
統
一
的
に
掌
握
す
る
新
鐙
制
成
立
の
意
義
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
嘗
代
人
の
意
圃
を
そ
こ
に
讃
み
と
る

り
、
そ
の
嘗
該
官
位
は
上
級
官
鹿
の
次
官
職
で
あ
る
卿
の
そ
れ
に
及
ば
な
い
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
そ
れ
に
し
て
も
、
賞
態
は
下
級
官
醸
の
ま
ま
で
あ
り
な
が
ら
な
ぜ
上
級
官
聴
に
匹
敵
す
る
位
置
附
け
を
な
し
得
た
の
か
、
依
然
と
し
て

疑
問
は
残
る
。
そ
こ
で
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
景
徳
王
代
の
官
制
改
革
は
官
名
を
唐
風
に
改
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
、
と
い
う
事
寅
で
あ
る
。

つ
ま
り
新
羅
固
有
の
名
稽
を
捨
て
、
唐
制
の
名
稿
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
名
稿
を
導
入
し
、
官
鹿
・
官
職
名
の
一
新
を
園
っ
て
い
る
の

A
切
叩

し
か
も
そ
れ
は
皐
な
る
摸
倣
で
は
な
く
、
新
羅
側
の
寅
態
を
ふ
ま
え
た
改
稀
で
あ
っ
た
。
典
京
府
と
い
う
名
稿
を
採
用
す
る
時
も
事

で
あ
る
。

情
は
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
す
な
わ
ち
唐
制
を
意
識
し
た
名
稿
饗
更
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
推
測
し
て
思
い
あ
た
る
の
が
、
唐
制
の
京
兆
府
な
の
で
あ
る
。
唐
は
七
一
三
年
に
京
師
長
安
の
所
在
地
で
あ
る
潅
州
を
京
兆
府
に
、
ま

た
東
都
洛
陽
の
あ
る
洛
州
を
河
南
府
に
改
め
、
さ
ら
に
七
二
三
年
に
は
高
組
起
義
の
地
で
あ
る
弁
州
を
太
原
府
と
改
め
た
。
三
府
の
管
轄
下
に

倒

あ
る
鯨
は
赤
鯨
ハ
京
豚
〉
・
畿
鯨
と
呼
ば
れ
、
他
と
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
京
兆
府
の
場
合
は
、
長
安
を
東
西
二
つ
に
わ
け
る
高
年
鯨
・

b
n
v
 

長
安
鯨
を
赤
牒
(
京
豚
〉
と
し
、
他
の
一
二
勝
を
畿
鯨
と
し
て
京
兆
府
の
統
轄
下
に
お
い
た
。
新
羅
が
王
京
と
そ
の
近
傍
を
統
一
的
に
管
轄
す

る
組
織
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
典
京
府
と
名
附
け
た
の
は
、
京
兆
府
設
置
の
四

O
齢
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
京
兆
府
が
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
官
職
構
成
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
上
級
官
臆
と
同
列
に
府
を
稽
し
得
た
の
も
、

- 51ー

」
の
京
兆
府
を
念
頭
に
お

い
た
組
織
改
編
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

四

新
羅
末
期
の
王
畿
史
料

243 

景
徳
王
代
に
確
立
し
た
王
畿
の
制
度
は
、
必
ず
し
も
長
く
は
績
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

『
三
園
史
記
』
巻
九
・
新
羅
本



244 

紀
九

・
恵
恭
王
一
二
年
(
七
七
六
)
僚
に
、

「
春
正
月
、
数
を
下
す
、

百
官
の
続
、

壷
く
ま
さ
に
欝
に
復
す
べ
し
と
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

景
徳
王
代
に
唐
風
に
改
め
た
官
名
を
す
べ
て
も
と
に
も
ど
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
景
徳
王
代
の
改
革
が
単
な
る
名
稿
繁
更
に
と
ど
ま
ら
な

い
以
上
、

七
七
六
年
に
と
ら
れ
た
こ
の
措
置
も
、
官
制
組
織
そ
の
も
の
を
景
徳
王
代
の
改
革
以
前
に
も
ど
す
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
王
畿
の
制
度
も
例
外
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
典
邑
署
の
沿
革
に
つ
い
て
、
史
料
L
で
は
「
景
徳
王
改
め
て
典
京
府
と
魚
す
」
と
し
た
あ
と

恵
恭
玉
、
復
た
設
く
。

と
あ
る
。
典
京
府
か
ら
典
邑
署
へ
の
復
婦
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
恵
恭
王
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
右
の
新
羅
本
紀
の
記
事
と
針
鷹
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
復
蹄
は
七
七
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

、q
az

砕
円
V

と
こ
ろ
で
こ
の
部
分
は
、
原
文
で
は
「
恵
恭
王
復
設
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
は
「
恵
恭
王
復
故
」
と
讃
ま
れ
て
き
た
。
た
し
か

に
恵
恭
王
代
の
官
名
復
蓄
に
闘
す
る
職
官
志
の
記
述
は
、
典
邑
署
以
外
の
部
分
で
は
例
外
な
く
「
恵
恭
王
復
故
」
ま
た
は
「
恵
恭
王
復
稽
某

某
」
と
な
っ
て
い
る
。
典
邑
署
の
改
稽
を
「
恵
恭
王
復
故
」
と
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
正
徳
本
」
を
影
印
し
た
古
典
刊

行
曾
本
を
注
覗
す
る
な
ら
ば
、

一 52ー

「故」

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

多
少
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
は
あ
る
が

「設」

と
謹
む
こ
と
が
で
き

る。

そ
し
て
こ
れ
は
典
邑
暑
に
だ
け
み
ら
れ
る
表
記
法
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
復
故
」
の
単
な
る
刊
誤
と
す
る
の
は
た
や
す
い
、が
、
む
し
ろ

そ
の
濁
特
な
表
記
法
に
留
意
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

典
邑
暑
に
ま
つ
わ
る
特
殊
な
事
情
が
そ
こ
に
暗
示
さ
れ
て
い
る

と
思
う
の
で
あ

る
す
な
わ
ち
、
右
で
み
た
よ
う
に
典
邑
暑
か
ら
典
京
府
へ
の
轄
換
は
新
組
織
の
成
立
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
形
式
的
に
言
え

ば
、
風
ハ邑
署
と
い
う
嘗
組
織
は
贋
止
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
恵
恭
王
代
に
至
っ
て
典
邑
署
に
復
鯖
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る

名
稿
の
蟹
更
で
は
な
く
典
京
府
を
解
盟
し
て
典
邑
署
を
再
び
設
置
し
た
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
復
故
」
で
は
な
く
「
復
設
」

と
表
記
し
た
背
後
に
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
強
調
す
る
意
圃
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
景
徳
王
代
の
官
制
改
革
か
ら



七
七
六
年
に
至
る
わ
ず
か
二

O
年
足
ら
ず
の
聞
に
、
典
邑
署
の
蕨
止
と
典
京
府
の
新
設
、
そ
の
典
京
府
の
腔
止
と
典
巴
暑
の
再
置
と
い
う
組
織

改
編
が
め
ま
ぐ
る
し
く
寅
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
稿
の
課
題
に
卸
し
て
言
え
ば
、
景
徳
王
代
に
成
立
し
た
王
畿
の
制

八
世
紀
の
王
畿
の
制
度
は
短
命
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

度
が
七
七
六
年
に
腰
止
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
新
羅
末
期
に
目
を
轄
じ
て
み
る
と
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

主
畿
の
存
在
を
示
唆
す
る
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば

。弓沓
)
。

P

太
組
、
五
十
徐
騎
を
率
い
、
京
畿
に
至
り
て
謁
を
遁
ず
。
王
(
敬
順
玉
〉
、
百
官
と
郊
迎
し
て
宮
に
入
り
、
相
針
し
て
曲
さ
に
情
穫
を
霊
し
、
宴
を
臨
海

殿
に
置
く
(
『
三
園
史
記
』
巻
二
一

・新
羅
本
紀
二
一

・敬
順
王
五
年
係
、
九
=
二
年
〉
。

0~

忽
と
し
て
明
年
(
九
O
七
〉
夏
末
に
於
い
て
、
乍
ち
京
畿
に
別
れ
、
略
海
幡
に
遊
び
、
金
海
府
に
至
る
(
「
太
子
寺
朗
空
大
師
日
月
栖
雲
塔
碑
」
、

『朝
鮮

金
石
総
覧
』
上
、

一八
四頁)。

な
ど
で
あ
る
。

O
は
弓
奇
が
新
羅
を
脅
か
す
勢
力
と
し
て
撞
頭
す
る
ま
で
の
事
情
を
述
べ
た
く
だ
り
で
あ
り
、
九
世
紀
末
期
の
肱
況
を
停
え
た

帥ー

も
の
で
あ
る
。
P
は
高
麗
建
園
の
組
・
太
組
王
建
が
新
羅
を
訪
れ
た
時
の
献
況
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
新
羅
滅
亡
の
五
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に

ωは
、
朗
空
大
師
が
王
京
を
僻
し
て
金
海
府
に
至
っ
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。
こ
の
塔
碑
の
建
立
は
九
五
四
年
で
あ
る
が
、
大
師

帥

の
死
亡
直
後
の
景
明
王
代
(
九
一
七
l
九
二
四
)
に
は
建
碑
が
す
で
に
計
量
さ
れ
て
お
り
、
碑
文
も
撰
述
さ
れ
て
い
た
。

新
緩
の
衰
季
を
見
る
に
、
政
荒
れ
て
民
散
ず
。
王
畿
外
の
州
燃
は
叛
附
相
半
ば
し
、
遠
近
の
群
盗
蜂
起
蛾
E
R
す
(
『
三
園
史
記
』
巻
五

0
・
列
俸
一

0
・

- 53ー

こ
の
よ
う
に
、

王
畿
あ
る
い
は
京
畿
と
い
っ
た
字
句
が
九
世
紀
末
か
ら
一

O
世
紀
初
頭
の
事
情
を
述
べ
た
史
料
の
中
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る

こ
と
は
一
示
唆
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
王
畿
・
京
畿
が
た
だ
ち
に
制
度
と
し
て
の
王
畿
を
意
味
す
る
、

と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
は
王
京
も
し
く
は
そ
の
近
傍
を
漠
然
と
さ
し
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、

と
解
樟
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
他
方
で
は
、
な
ぜ
新

245 

羅
末
期
に
集
中
し
て
王
畿
・
京
畿
の
字
句
が
あ
ら
わ
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
、
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
何
が
し
か
の
質
睦
的
意
味
が
そ
こ
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に
付
輿
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
貼
で
重
要
な
の
は

P
で
あ
る
。

と
い
う
の
も

『
高
麗
史
』
巻
二
・
世
家
二
・
太
租

一
四
年
(
九
三
一
〉
春
二
月
僚
に
、

，l
L
 

事
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

R

辛
亥
、
王
(
太
租
〉
新
羅
に
如
く
に
五
十
像
騎
を
以
っ
て
す
。
畿
内
に
至
り
、
先
ず
将
軍
善
弼
を
遣
わ
し
て
起
居
を
問
う
。
羅
王
(
敬
順
王
)
百
官
に
命

じ
て
郊
堂
に
迎
え
し
め
、
弟
の
相
園

・
金
裕
康
等
を
し
て
城
門
外
に
迎
え
し
む
。
羅
王
は
際
門
外
に
出
で
て
迎
奔
し
、
王
答
奔
す
。
羅
王
は
左
由
り
し
、
王

は
右
由
り
し
、
揖
議
し
て
殿
に
升
り
、

庖
従

・
諸
臣
に
命
じ
て
奔
せ
し
む
。
羅
王
情
躍
備
に
至
り
、
臨
海
殿
に
宴
す
。

、lJ

、・1
J

、iJ

み
ら
れ
る
と
お
り

P
と
同
一
の
事
買
を
述
べ
て
お
り
、

P
の
京
畿
に
封
し
て
こ
こ
で
は
畿
内
と
あ
る
。
し
か
も
そ
の
記
述
は

P
よ
り
も
は
る

か
に
詳
細
で
あ
り
、

太
組
王
建
ら
の
一

行
が
新
羅
の
王
宮
に
至
る
過
程
が
具
健
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
畿
内
に
到
着
し
て
通
謁
し
た

の
ち
、

郊
堂
、
城
門
外
、
雁
門
外
で
そ
れ
ぞ
れ
迎
接
を
受
け
王
宮
内
に
入

っ
て
い
る
。
郊
堂
、
城
門
、
鹿
門
が
具
践
的
に
い
か
な
る
も
の
で
あ

同
州

王
減
(
月
城
)
、
王
宮
と
い

っ
た
新
羅
の
都
城
制
に
割
腹
し
て
述

- 54-

次
の
よ
う
な
記

っ
た
か
、
今
と
な

っ
て
は
知
る
す
べ
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね
王
京
、

べ
ら
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
み
え
る
畿
内
(
王
畿
)
も
、
箪
に
王
京
や
そ
の
近
傍
を
漠
然
と
さ
し
た
も
の
で
は
な
く
、

都
城
制
に
針
鹿
す
る
制
度
と
し
て
の
王
畿
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
誤
り
な
け
れ
ば
、

R
に
針
躍
す
る

P
の
京
畿
も
、
そ
し
て
そ
れ
と

rlL

r
i

、

同
時
期
の

0
・
Q
の
王
畿

・
京
畿
も
、
や
は
り
制
度
と
し
て
の
王
畿
を
意
味
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
史

F
I
l
l

、

r
oa
k

料
に
王
畿

・
京
畿
の
字
句
が
散
見
さ
れ
る
の
は
、
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
王
畿
の
制
定
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
王
畿
観
念
の

一
般
化
に
起
因
し

て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
新
羅
末
期
に
お
け
る
王
畿
の
寅
在
を
想
定
し
得
る
と
し
て
、

で
は
そ
れ
は
い
つ
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
八
世
紀
の
王
畿
は
短
命
に
終
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
後
再
び
王
畿
の
制
度
化
が
は
か
ら
れ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、』，J

そ
の
第
一
の
可
能
性
は
七
九

O
年
に
想
定
で
き
る
。
典
邑
暑
の
長
官
卿
に
つ
い
て
、
史
料
L
に
「
元
聖
王
六
年
(
七
九
O
)、
(
監
)
二
人
を
升

せ
て
卿
と
魚
す
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
再
置
さ
れ
た
典
邑
署
に
改
革
の
手
が
加
え
ら
れ
、
長
官
職
と
し
て
卿
が
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二



人
の
監
を
卿
に
昇
格
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
典
邑
署
の
位
置
附
け
が
監
を
長
官
と
す
る
下
級
官
聴
か
ら
卿
を
長
官
と
す
る
中
級
官
鹿
に
上
昇

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
動
向
の
背
後
に
王
畿
の
制
度
的
復
活
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
充
分
可
能
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
可
能
性
は
哀

荘
王
代
〈
八
0
0
1八
O
九
)
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『
三
園
史
記
』
巻
一

0
・
新
羅
本
紀
一

0
・
東
荘
王
九
年
(
八
O
八
)
僚
に
、
「
使
い
を
十

二
道
に
渡
し
て
諸
郡
邑
の
彊
境
を
分
定
せ
し
む
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
郡
牒
制
の
全
園
的
な
改
編
が
議
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
景
徳
王
代
に
試
み
ら
れ
た
王
畿
の
制
度
化
が
改
め
て
寅
施
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
わ
た
る
時
期
は
、
新
羅
に
と

っ
て
重
要
な
政
治
的
轄
換
期
で
あ
っ
た
。
七
八

O
年
に
起
っ
た
金
良
相
・

同
開

金
敬
信
の
拳
兵
と
恵
恭
王
の
殺
害
は
、
七
世
紀
後
牢
か
ら
績
い
て
き
た
武
烈
王
系
の
断
絶
を
も
た
ら
し
た
。
い
わ
ゆ
る
新
羅
下
代
の
開
始
で
あ

る
。
そ
の
意
義
は
車
な
る
王
統
の
轄
換
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
景
徳
・
恵
恭
雨
王
代
を
通
じ
て
く
り
返
さ
れ
て
き
た
、
異
な
る
政
治
勢

制

力
聞
の
封
立
・
抗
争
の
鯖
結
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
権
力
の
集
中
が
新
た
に
試
み
ら
れ
、
新
羅
園
家
の
権
力
機
構
は
王
・
太
子
・
宰
相

同
開

を
中
心
と
す
る
構
造
へ
と
大
き
く
蝿炭
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
七
八
八
年
(
元
聖
王
四
〉
に
は
園
拳
卒
業
生
を
封
象
と
し
た
官
吏
登

同

刷

用
規
定
で
あ
る
「
讃
書
三
品
制
」
が
整
え
ら
れ
、
八

O
五
年
(
亥
妊
王
六
)
に
は
公
式
二

O
儀
僚
が
頒
示
さ
れ
る
な
ど
、
支
配
瞳
制
強
化
の
た

め
の
諸
改
革
が
断
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
治
的
欣
況
の
中
で
王
畿
の
制
度
的
復
活
が
試
み
ら
れ
、
王
京
を
中
心
と
す
る
一
定
の
地
域
を

他
の
郡
鯨
と
匡
別
し
て
支
配
の
援
黙
と
す
る
憧
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

一 55ー

お、

わ

り

以
上
、
井
上
秀
雄
氏
の
所
設
に
濁
設
さ
れ
な
が
ら
、
氏
と
は
異
な
る
方
法
で
、
統
一
新
羅
の
王
畿
の
存
在
を
推
定
し
て
み
た
。
王
畿
に
つ
い

て
明
確
に
語
っ
た
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
朕
況
の
も
と
で
、
推
論
に
推
論
を
か
さ
ね
て
き
た
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
が
、
要
貼
を
記

せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

247 

一、

『
三
園
史
記
』
三
園
有
名
未
詳
地
分
僚
に
一
括
し
て
掲
載
さ
れ
た
A
・
B
の
地
名
群
は
、
王
京
、

王
畿
の
地
名
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
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A
は
地
理
志
編
纂
に
あ
た
っ
て
省
略
さ
れ
た

「雑
所
」
の

一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
心

・
引
の
地
名
群
を
離
れ
て
王
畿
の
存
在

・
構
造
を
検
討
し
た
場
合
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
王
京
に
海
接
し
た
大
城
郡
・
商
城
郡
で

r
L

「
L

あ
る
。
こ
の
二
郡
を
含
め
て
、

『
三
園
史
記
』
地
理
志

・
良
州
僚
の
記
載
は
他
と
異
な
る
黙
が
多
く
、
そ
こ
に
王
畿
の
痕
跡
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
新
羅
王
畿
は
右
の
二
郡
お
よ
び
そ
の
管
轄
下
に
あ
っ
た

一
一腕

・
六
停
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
こ
う
し
た
構
造
の
王
畿
は
、
統

一
新
羅
の
全
期
聞
を
通
じ
て
制
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
王
畿
制
度
化
の
試
み
は
八
世
紀
中
頃

の
景
徳
王
代
に
は
じ
ま
る
の
で
あ
り
、

し
か
も
典
京
府
の
成
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
唐
制
に
倣
っ
た
措
置
で
あ
っ
た
。

四
、
し
か
し
そ
れ
は
二

O
年
足
ら
ず
で
一

回
一
底
止
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
制
度
的
に
定
着
す
る
の
は
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
ま
で
待

王
畿
の
復
活

・
定
着
に
よ
っ
て
、
王
京
を
中
心
と
す
る
一
定
の
地
域
を
支
配

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
嘗
時
は
政
治
的
激
動
期
で
あ
り
、

の
援
貼
と
し
て
確
保
す
る
鐙
制
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
新
羅
王
畿
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
支
配
の
援
馳
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

王
畿
の
制
度
化
以
前
に
も
王
京
と
そ
の
周
過
が
支
配
の
援

- 56-

黙
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
事
貫
で
あ
る
。
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

王
京
の
周
園
に
停
(
軍
管
〉
を
集
中
的
に
配
置
し
、

王
京
の
防

街
地
帯
を
形
成
す
る
健
制
は
七
世
紀
に
ま
で
糊
る
こ
と
が
で
き
る
。
良
州
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
大
城
郡

・
商
城
郡
の
地
域
は
特
殊

地
帯
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
で
あ
る
の
は
六
部
で
あ
る
。
統

一
新
羅
の
六
部
が
王
京
の
内
外
に
わ
た
る
地
匡
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
で

あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
典
邑
暑
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
王
京
の
内
部
が
坊
・
里
に
区
劃
さ
れ
、
郷
接
す
る
地
稽
に
は
大
城
郡
・
商
城
郡
が
お
か

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
ま
た
が
る
よ
う
に
六
部
の
地
匡
分
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
は
典
邑
署
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
六
部
が
便
宜
的
な
地
区
分
で
は
な
く
、
濁
自
の
意
義
を
有
し
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

思
う
に
そ
れ
は
、
統

一
新
羅
の
貴
族
官
僚
の
居
住
地
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
居
宅
は
俸
統
的
な
居
住
地
で
あ
る
六
部
の
地
域



に
散
在
じ
で
い
た
の
で
あ
り
、

a
H
Mマ

'依

ν

王
京
内
に
必
ず
し
も
集
住
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

六
部
地

A
万“す

ふ
h
v

そ
れ
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
、

さ
ら
に
附
け
加
え
る
な
ら
ば
、
六
八
九
年
に
達
句
伐
(
大
郎
〉
へ
の
遷
都
を
計
置
し
な
が
ら
、

域
へ
の
支
配
層
の
固
執
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

八
世
紀
中
頃
に
王
畿
が
制
度
化
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
貫
態
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
九
州
五
京
制
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
地
方

し
か
も
そ
れ
は
郡
豚
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ

支
配
瞳
制
の
中
で
、
王
京
を
と
り
ま
く
特
殊
地
帯
を
改
め
て
位
置
附
け
な
お
し
た
の
で
あ
る
。

り
、
六
部
の
地
区
分
に
必
ず
し
も
と
ら
わ
れ
て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
二
郡
・
一
豚
・
六
停
を
王
畿
と
し
て
濁
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
唐
制
に
倣
っ
た
措
置
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
中
園
的
な
王
畿
制
度
の
萌
芽
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
限
り

で
は
、

た
と
え
領
域
的
に
は
狭
小
で
あ
っ
て
も
、

は
じ
め
に
紹
介
し
た
高
麗
王
畿
の
原
型
を
な
す
も
の
と
評
債
で
き
る
の
で
あ
る
。

249 

註ω
末
松
保
和
コ
高
麗
開
城
府
考
」
(『青
丘
史
草
』
第

一
所
牧
、

年
〉
一
一
一
一
二
J
一
三
五
頁
。

ω
今
西
龍
「
新
羅
史
通
読
」
(
『
新
羅
史
研
究
』
所
枚
、
図
書
刊
行
曾
、

九
七
O
年
)
五
頁。

ω
井
上
秀
雄
『
新
羅
史
基
礎
研
究
』
(
東
出
版
、

一
九
七
四
年
〉
所
牧
。

ω
『東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
第
四
巻
(
圏
平
生
社
、

一九
八
O
年
)
所
枚
。

伺
李
鍾
旭
『
新
羅
園
家
形
成
史
研
究
』

(
一
潮
閣
、
ソ
ウ
ル
、

年
〉
二
三
四
J
二
四
三
頁
。

制
村
上
四
男
『
朝
鮮
古
代
史
研
究
』
(
開
明
書
院
、

牧。
仰
朝
鮮
史
研
究
曾
編
『
古
代
朝
鮮
と
日
本
』

一
九
六
五

一九
八
二

一
九
七
八
年
〉
所

(龍
渓
書
舎
、

一
九
七
四

年
〉
所
枚
。

刷

井

上
光
貞

「
大
化
改
新
の
詔
の
研
究
」
(
『日
本
古
代
園
家
の
研
究
』
、

岩
波
書
庖
、
一
九
六
五
年
)
囚

O
O
J四
O
二
頁
、
石
母
田
正
『
日
本
の

古
代
園
家
』

(
岩
波
書
庖
、
一
九
七
一
年
)
一
五
七
J
一
五
八
頁。

例
以
下
本
稿
で
用
い
る
王
畿
と
い
う
語
句
は
、
特
別
な
こ
と
わ
り
が
な
い

限
り
、
王
京
を
と
り
ま
く
狭
い
地
域
に
限
定
さ
れ
た
特
殊
地
域
、
す
な
わ

ち
「
新
羅
的
王
畿
」
を
意
味
し
て
い
る
。

帥
た
と
え
ば
②
紳
鶴
村
の
場
合
、
蔚
山
に
一
柳
鶴
城
が
あ
り
、
参
考
と
な

る
。
一
柳
鶴
城
に
つ
い
て
は
『
慶
尚
道
地
理
志
』
が
蔚
山
郡
の
沿
革
を
停
え

る
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

本
戒
透
城
、
在
新
羅
時
、
改
一穂
紳
鶴
城
、
其
稽
鶴
城
者
、
天
復
元
年

辛
酉
(
九
O
一
〉
、
有
雌
主
鶴
校
全
金
紳
像
鳴
於
戒
透
城
紳
頭
山
、
郡

- 57ー
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人
異
之
、
因
以
榊
鶴
名
之
。

新
羅
末
期
に
戒
逃
城
を
改
め
て
一円
鳩
城
と
稽
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
王

京

・
王
畿
以
外
に
も
好
字
を
用
い
た
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
②
紳
偽
村
と
紳
鶴
城
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
り
に
雨
者
を
同

一
で
あ
る
か
、
ま
た
は
前
者
は
後
者
の
近
傍
の
村
で
あ
る
と
解
し
得
る
な

ら
ば
、
A
に
は
王
京
・
王
畿
外
の
地
名
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

帥
新
羅
王
京
が
、
坊

・
里
に
区
劃
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
寅
は
、
藤
島
亥

治
郎
氏
の
変
地
調
査
に
よ
っ
て
も
裏
附
け
ら
れ
て
い
る
。
藤
島
亥
治
郎

「朝
鮮
建
築
史
論
」

〈『
建
築
雑
誌
』
五
三
0
・
五
一一一一、

一
九一一一

O
年
)

参
照
。

M

w

t

煎
誇
永
編
『
韓
園
金
石
遺
文
』

(
一
志
社
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
六
年
)

三
O
頁。

帥
李
鍾
旭
「
南
山
新
城
碑
号
号
叫
吋
止
」
新
羅
剖
「
地
方
統
治
健
制
」

(『
歴
史
筆
報
』
六
四
、
ソ
ウ
ル
、

一
九
七
四
年
〉
一
一
六
J
四
八
頁
、
木

村
誠
「
新
緩
郡
綜
制
の
確
立
過
程
と
村
主
制
」
(
『朝
鮮
史
研
究
曾
論
文

集
』

一
一
一
一
、
一
九
七
六
年
)
一
一

J
二
O
頁
、
演
田
耕
策
「
新
羅
の
城

・

村
設
置
と
州
郡
制
の
施
行
」
(
『朝
鮮
摩
報
』
八
四
、
一
九
七
七
年
)
。

帥
末
松
保
和
「
新
羅
の
郡
勝
制
、
特
に
そ
の
完
成
期
の
二
三
の
問
題
」

(
『
象
習
院
大
鼠
平
交
察
部
研
究
年
報
』
一
二
、
一
九
七
五
年
〉
八
三
J
八

九
頁
、
木
村
誠
「
新
緑
郡
豚
制
の
確
立
過
程
と
村
主
制
」
(
前
掲
)
二

0

1
二
三
頁
。

帥
井
上
氏
は
、
王
京
内
に
村
が
あ
っ
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
と
し
て
「
新
縫

村
落
文
書
」
を
あ
げ
て
い
る
(
前
掲
論
文
四

O
六
頁
)
。

し
か
し
そ
れ

は
、
「
西
原
京
口
口
口
村
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
、
小
京
が
村

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
り
、
王
京
内
に
村
が

存
在
し
た
根
嬢
に
は
な
り
得
な
い
。

帥
詳
細
は
別
稿
で
論
じ
る
抽
出
定
で
あ
る
。

肋
井
上
秀
雄
「
『
三
園
史
記
』
の
原
典
を
も
と
め
て」

究
』
所
収
、
前
掲
)
九
九
頁。

同
『
三
園
史
記
』
巻
三
八
・
雑
志
七

・
職
官
凶

・
園
祭
後
。

M
W

末
松
保
和
『
新
羅
史
の
諸
問
題
』

(
東
洋
文
庫
、
一
九
五
四
年
)
附
録

第
三
「
壬
申
誓
記
石
」
四
六
四
頁
。

帥
『
東
文
選
』
巻
七
一
。

帥
三
口
問
彰
英
『
新
羅
花
郎
の
研
究
』
(
卒
凡
社
、
一
九
七
四
年
)
一
一
一
一
九

頁。

同

同

右

一
四
八
J
二
ハ
一
頁
。

帥

嘗
該
部
分
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

含
(
斯
多
含
)
始
奥
武
官
邸
約
篤
死
友
、
及
武
官
病
卒
、
突
之
働

甚
、
七
日
亦
卒
、
時
年
一
七
歳
(
『
三
園
史
記
』
巻
四
四
・
列
停
四

・

斯
多
合
候
)
。

帥

『高
麗
史
』
巻
五
八

・
士
山
一
二

・
地
理
三

・
東
界
保
お
よ
び
演
州
僚
に

よ
れ
ば
、
一
二
六
三
年
(
元
宗
四
)
に
東
界
を
江
陵
道
と
稽
し
、
一
一
一
一

O

八
年
(
忠
烈
王
三
四
)
に
は
慣
例
州
を
江
陵
府
に
改
め
た
と
い
う
。

伺
『
三
園
遣
事
』
各
二
・
水
路
夫
人
僚
に
「
江
陵
大
守
(
今
冥
州
)
」
と

あ
り
、
同
・
各
四
・
慈
蔵
定
律
僚
に
は
「
江
陵
郡
(
今
冥
州
也
)
」
と
あ

る
よ
う
に
、
新
羅
に
お
い
て
す
で
に
演
州
を
江
陵
郡
と
稽
し
た
か
の
如
く

で
あ
る
が
、
『
三
園
史
記
』
地
理
志
に
は
そ
う
し
た
事
貨
は
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
断
定
で
き
な
い
。

帥

三
品
彰
英
『
新
緑
花
郎
の
研
究
』

師
同
右
二
三
八
頁
。

(『新
羅
史
基
礎
研

- 58-

〈
前
掲
〉
二
=
一二
J
二
四
五
頁。
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同
『
三
園
史
記
』
巻
四
・
新
羅
本
紀
四
・
岡
県
輿
玉
三
七
年
僚
。

帥

三
口
問
彰
英

『
新
羅
花
郎
の
研
究
』
(
前
掲
〉
七
二
J
七
三
頁
。

帥
前
閲
恭
作

コ
二
韓
古
地
名
考
補
正
・
追
記
」
(『
前
開
恭
作
著
作
集
』
附

録
、
京
都
大
拳
文
筆
部
園
語
同
学
園
文
皐
研
究
室
、
一
九
七
四
年
〉
。

帥
末
松
保
和
「
梁
書
新
羅
停
考
」
(
『
新
羅
史
の
諸
問
題
』
所
校
、
前
掲
)

三
九
三
頁
。

倒

村
上
四
男
「
新
羅
王
都
考
略
」
(
前
掲
)
一
一
一
一
一
頁
、
井
上
秀
雄
「
新

羅
王
畿
の
構
成
」
(
前
掲
)
三
九
三
頁。

帥
井
上
秀
雄
「
『
三
園
史
記
』
地
理
志
の
史
料
批
判
」
〈
『
新
羅
史
基
礎
研

究
』
所
枚
、
前
掲
)
八
四
頁
。

倒
木
村
誠
「
新
羅
郡
豚
制
の
確
立
過
程
と
村
主
制
」
(
前
掲
〉
八
頁
。

岡

井
上
秀
雄
「
『
三
園
史
記
』
地
理
志
の
史
料
批
剣
」
(
前
掲
〉
七

O
頁
。

伺

末

松

保
和
「
新
羅
の
郡
豚
制
、
特
に
そ
の
完
成
期
の
二
三
の
問
題
」

(
前
掲
〉
七
二
J
七
四
頁
。

伺
な
お
朔
州
と
武
州
の
場
合
、
郡
と
豚
の
数
に
は
雨
者
食
い
違
い
が
み
ら

れ
る
も
の
の
、
そ
の
合
計
数
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。
新
羅
の
場

合
、
郡
も
豚
も
邑
落
と
し
て
は
同
質
で
あ
る
か
ら
、
寅
態
面
で
は
雨
者
同

一
と
み
な
し
て
よ
い
。
雨
者
の
相
違
を
郡
・
豚
聞
の
昇

・
降
格
に
よ
る
も

の
と
み
な
せ
ば
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

伺

た
だ
し
大
城
郡
に
つ
い
て
は
、

錯
簡
が
あ
る
の
で
断
定
で
き
な
い
。

帥

コ

ニ
圏
史
記
』
巻
六

・
新
羅
本
紀
六

・
文
武
王
八
年
係
。

帥

『

三
園
史
記
』
巻
五

・
新
羅
本
紀
五
・
太
宗
武
烈
王
七
年
線
、
同

・
巻

六
・
新
羅
本
紀
六

・
文
武
王
元
、
三
、
七
年
保
。

帥
末
松
保
和
「
新
羅
六
部
考
」
(『
新
羅
史
の
諸
問
題
』
所
枚
、
前
掲
)

二
五
三
頁
。

同
右
二
四
一
頁
。

同
右
二
四
九
頁
。

『新
増
東
園
輿
地
勝
覧
』
巻
一
二
・
慶
州
府

・
山
川
僚
に

仙
桃
山
(
在
府
西
七
里
、
新
羅
競
西
獄
、
或
橋
西
述
、
或
稽
西
兄
、

或
稽
西
鳶
)

と
あ
る
。

帥
コ
ニ
園
史
記
』
巻

一
0
・
新
羅
本
紀

一
0
・
輿
徳
王
四
年
係
。

帥
コ
ニ
園
史
記
』
巻
一
一
・
新
羅
本
紀
一

一
・
文
聖
王
八
年
、
二
二
年
係
。

例
『
三
園
史
記
』
巻
三
八
・
雑
士
山
七
・
職
官
出
・
領
客
府
僚
、
及
び
同
・

巻
三
九
・
雑
志
八

・
職
官
剛

・
内
省

・
引
道
奥
僚
。

同
木
村
誠
「
統
一
新
羅
の
官
僚
制
」
(
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古

代
史
講
座
』
第
六
巻
、
畢
生
社
、
一
九
八
二
年
)
一
四
六
J
一
四
七
頁
。

帥
同
右
一
四
三
J
一
四
六
頁
。

帥

『

、通
典
』
巻
三
三
・
職
官

一
五
・
州
都
用
・

京
帝
ノ
、
豚
令
係
。

制
『
沓
唐
室
田
』
巻
三
八
・
志
一
八
・
地
理
一
・
京
師
像
、
及
び
同
・
巻
四

四
・
士
山
二
四
・
職
官
三・

師開令昨味。

倒
た
と
え
ば
、
朝
鮮
史
皐
禽
本
(
図
書
刊
行
舎
、
一
九
七
一
年
〉
三
九
五

頁
参
照
。

帥
コ
ニ
圏
史
記
』
各
一
一
・
新
羅
本
紀
一
一
・
員
聖
玉
三
年
(
八
八
九
〉

僚
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
り
、
新
羅
末
期
の
政
治
情
勢
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

圏
内
諾
州
郡
不
輪
貢
賦
、
府
庫
照
喝
、
園
用
窮
乏
、
王
裂
使
督
促
、

由
是
所
在
盗
賊
蜂
起
、
於
是
、
元
宗

・
亥
奴
等
嬢
沙
伐
州
叛
、
王
命

奈
縦
令
奇
捕
捉
、
令
奇
望
賊
盤
、
畏
不
能
進
、
村
主
一加
速
力
戦
死

之
、
王
下
敷
新
令
奇
、
動
連
子
年
十
鈴
歳
、
嗣
潟
村
主
。

同帥同
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碑
銘
後
記
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

以
大
師
於
臨
刷新
羅
圏
崇
明
王
(
九
一
七
J
九
二
四
)
之
天
祐
年
口
法

縁
畢
己
、
明
王
議
時
肌
銘
塔
、
の
救
雀
仁
淀
侍
郎
使
撰
碑
文
。

伺
藤
島
亥
治
郎
「
朝
鮮
建
築
史
論
」
(
前
掲
)
、
鬼
頭
清
明
「
新
羅
に
お

け
る
都
城
制
の
渡
逮
」
(『朝
鮮
歴
史
論
集
」
上
#
住
所
枚
、
龍
渓
書
舎
、
一

九
七
九
年
)

O

M
W

『
三
園
史
記
』
巻
九
・
新
羅
本
紀
九

・
惑
恭
王
二
ハ
年
係
。

駒
井
上
秀
雄
「
新
羅
政
治
陸
制
の
鑓
濯
過
程
」
(
『新
経
史
基
礎
研
究
』
所

牧
、
前
掲
〉
四
五
六
J
四
六

O
頁
、
李
基
白
「
新
羅
恵
恭
王
代
の
政
治
的

措変革
」
(『新
羅
政
治
杜
舎
史
研
究
』
所
校
、
武
田
幸
男
監
譲
、
畢
生
吐
、

一
九
八
二
年
)
。

倒
木
村
誠
「
新
経
の
宰
相
制
度
」
〈
『
人
文
翠
報
』

一
一
八
、
東
京
都
立
大

皐
人
文
風
宇
都
、

一
九
七
七
年
)
三
五

1
三
八
頁
。

倒
木
村
誠
「
統
一
新
羅
の
官
僚
制
」
(
前
掲
)
一
四
八
J
一
五
二
頁
。

伺
『
三
園
史
記
』
巻
一

0
・
新
羅
本
紀
一

0
・
哀
荘
王
六
年
僚
。

制
コ
ニ
図
史
記
』
俳
句
一

0
・
新
総
本
紀

一
0
・
元
聖
王
即
位
僚
に
は
次
の

よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
、

参
考
と
な
る
。

及
宣
徳
菟
(
七
八
五
年
〉
、
無
子
、
群
臣
議
後
、
欲
立
王
之
族
子
周

元
、
周
元
宅
於
京
北
二
十
里
、
舎
大
雨
、
関
川
水
波
、
周
元
不
得

波
、
或
臼
、
即
人
君
大
位
、
固
非
人
謀
、
今
日
開
帯
雨
、
天
其
或
者
不

欲
立
周
元
乎
、

今
上
大
等
敬
信
、
前
王
之
弟
、
徳
望
素
高
、
有
人
君

之
峰
、
於
是
衆
議
翁
然
、

立
之
縫
位
、
既
而
雨
止
、
園
人
皆
呼
高

歳。
元
聖
主
(
金
敬
信
)
の
即
位
に
際
し
て
金
岡
元
と
の
開
に
確
執
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
周
元
の
居
宅
か
関
川
を
越
え

帥

た
「
京
北
二
十
皇
」
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
関
川
は
、

埼
東
園
奥
地
勝
資
』
巻
一
二
・
慶
州
府
・
山
川
僚
に

東
川
(
一
云
北
川
、
一

云
関
川、

在
府
東
五
里
、
出
椴
嶺
、
入
堀

淵)。

と
あ
る
よ
う
に
、
北
川
の
こ
と
で
あ
る
。

「
京
北
二
十
里
」
と
い
う
表
現

の
中
に
王
京
外
の
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
い
か
に
も
説
話
的
な
記
事
で
あ
り
、
ど
れ
だ
け
の
史
貫
性
が
あ
る
か
疑

問
と
す
る
向
き
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
蛍
時
の
貴
族
官
僚
層
が
王
京
の
周

園
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
、

許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
あ
る
時
期

に
、
そ
う
し
た
地
域
を
王
畿
と
し
て
特
殊
化
し
、
他
の
郡
豚
と
区
別
し
た

の
で
あ
る
。

伺

『
三
園
史
記
』
巻
八
、
新
羅
本
紀
八

・
紳
文
王
九
年
係
。

<=;} 

新
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AN INTRODUCTORY STUDY OF　REGIONAL

　　　

GOVERNMENTAL STRUCTURE IN

　　　　　　　　　　

PALHAE潮海

　　　　　　　　　　

Kawakami Ｙ６

　　

Fiｔ府and ｚｈｏｕ州,governmental units modeled upon governmental

systems of Koguryo 高句麗, were establishedin Palhae to rule the area.

They functioned both　as　administrative　organizations　and　as　military

organizations.The villagesof Malgal 抹肩, castles城邑of Koguryo became

the nucleus of the system. Ｔｈｅかand ｚｈｏｕof Palhae ultimately differed

from the Chinese administrative units of the same　name. Instead, they

comprised such villages or castles｡

　　

The localruling class, designated with the officialterm“leader”

ｓhoidiれｇ首領,were absorbed into the　governmental structurein such ａ

way that their local authority was recognized. It is certain that the range

of jurisdictionof theかwas also based upon local powers. The essential

weakness of Palhae　government may be seen　in the fact that these

local powers could not be broken. In other words, there was ａ possibility

that the smaller powers in each of the localitieswould begin their　own

movements if the governing strength of the centralauthoritieswere ever

to weaken. It may be postulated that the“Five Capitals 五京”system was

established in order to ｅχtend the unifying strength of　the　central

authoritiesover the smaller powers in the localities.

THE CAPITAL AREA王畿OF THE UNIFIED SILLA統一新羅

　　　　　　　　　　　　　

KIMURA Makoto

　　

Historical records confirm that it was during the Koryo 高麗period

that

　

capital area　was created as　administrative units in　the　Korean

history. The capital area as the administrative unit comprising ａ broad

area that ｅχtended across 10 or more prefectures had not existed before

in Korea. However, in the ｕni丘ed Silla, special　regions　had　been
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established,differingin character from other districtsand prefectures only

in the narrow areas that encompassed the capital. These regions may

be termed the capital area of the Silla state｡

　　

The capitalarea of the Sillastate was composed of two districts,one

prefecture, and ｓiχmilitary areas停neighboring the capital. Although.

the attempt to change to the capital area system had begun around the

middle of the 8 th century, the system was not 丘χeduntil the period from.

later 8th century to early 9 th century. The capitalarea constituted the

residential areas of the Silla aristocraticbureaucracy. But, at the same

time, it was also a military region that protected the capital. Thus, the

systematic establishment of the capitalarea represents an ｅ丘ortto secure

ａ base for the government. Moreover, the capitalarea was modeled upon

the Tang唐system. The capitalarea of the Sillastateis the beginning

of ａ Chinese-like capital area and represents the original form of the

Koryo period capital area.

THE BEGINNINGS OF LABOR MOVEMENTS AT QINGDAO 青島=

　　　　

THE 1925DISPUTES AT THE JAPANESE-OWNED

　　　　　　　　　

SPINNING MILLS AT QINGDAO

　　　　　　　　　　　　

Takatsuna Hirofumi

　　

The 1925 disputes that occurred at the Japanese-owned spinning

mills in Qingdao, Shandong山東province have been noted　as　the

beginning of the May Thirtieth movement. But this movement has been

generally regarded only as nationalisticmovement against the Japanese

imperialism. The significance　ofthe movement as ａ labor dispute has

been completely ignored.

　　

This treatisewill describe the history of the disputes at the Japanese

spinning mills in Qingdao until the disasterous　defeat on May 29th

by the military clique of Fengtian　奉天. In addition, I　shall　also

try to clarify both　the　nature　of　the dispute　and　the　subjective　and

objective conditions that provided it.

　　

The results of my analysis of the disputes are as follows｡
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